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５月 あなたの予定表 

日 曜 役員会・委員会他 環研集荷(ブロック長) 協 組 集 荷 メ   モ 

１ 水   城東支部  

２ 木  大田支部 城北支部  

３ 金 憲法記念日    

４ 土 国民の祝日    

５ 日 こどもの日    

６ 月 振替休日    

７ 火  正副理事長会 

 顧問相談役会 

 監事会・理事会 

 中央支部  

８ 水 品川支部・大田支部 世田谷・目黒地区  

９ 木    

10 金  城南支部 葛飾支部 城南連合支部総代会 

11 土     

12 日     

13 月  城西支部 足立支部  

14 火     

15 水  城西支部・城北支部 西部支部 城東支部総会 

16 木    足立支部総会 

17 金  中央支部・本所支部 葛飾支部 城西､大田､向島支部総会 

18 土     

19 日     

20 月   品川地区  

21 火  向島支部 向島支部  

22 水   本所支部 葛飾支部総会 

23 木  西部支部   

24 金 総代会  葛飾支部  

25 土     

26 日     

27 月  城東支部・葛飾支部 蒲田・大森地区  

28 火   城西支部  

29 水  葛飾支部  全鍍連常任理事会､総会･理事会 

30 木     

31 金  足立支部 葛飾支部  

 



／わ／た／し／の／意／見／ 

 

 

 

  副理事長就任によせて 
 

 

                             副理事長 梅本喜四郎 

 

  去る、２月６日の理事会に於いて大村理事長より、小林副理事長勇退後は副理事長３人

体制で「ガンバッテ」組合運営を継続して参りましたが、現在の非常に難しい組合運営を

考えた時に副理事長３人体制では、組合員の納得を得られるような運営が困難であると思

いますので、副理事長を１名増員したいと考えますが、その選考方法については正副理事

長にお任せ頂けますかの提案に理事会満場一致で承認し議決されました。 

  ３月初旬大村理事長より私に電話が入り、副理事長１名補充の件を是非引き受けて欲し

い旨要請がありました。私もその要請に対して即答は避けさせて頂き、後日ご返事を申し

上げると言うことで話を終えて、その後、私を取り巻く業界関係者及び色々な近親者にも

相談をいたしましたが、そのような話が来るうちが花でもあるし、最後のご奉公と思って

引き受けたらどうですかという意見が多かったこともあり、もし私のような人間でも大村

理事長に嘱望されるのなら前向きに考えましょうと返事を致しました。 

  ４月３日の理事会の冒頭に大村理事長より、副理事長に梅本氏を推薦したい旨の発言が

あり、反対者も無く梅本副理事長就任が議決されました。私も心を決めてお引き受けする

ことにいたしましたが、引き受けた後の担当する部門について、大村理事長と話し合った

結果、川上副理事長が現在担当している東京鍍金公害防止協同組合の運営を全面的に私が

担当して下さいとのことで、今までのように協組の設備、技術問題のみでなく財政再建に

至るまでの担当を依頼されることになり、今後、東京鍍金公害防止協同組合を運営してゆ

くうえで、組合員が安心して頼れる組合、その他色々な選択肢も模索しながら協組運営に

取り組むために、早速協組運営委員会を立ち上げることとし、常任理事及び支部長を３名

づつ合計６名のメンバー（木村城南支部常任理事、平野城北支部常任理事、間部中央支部

常任理事、八幡城東支部長、志田大田支部長、神谷葛飾支部長）で構成いたしました。 

  平成 13年度は赤字に転落した協組を今後どのように建て直していくか、大きな問題が山

積する中で、私のような者でもその重職が務まるものか不安がいっぱいですが、仲間とな

る運営委員の皆様と広く会議を興し、組合員の皆さんが安心できる方向性を１日も早く見

い出せるように頑張りますが、このような立場に置かれました以上は「為せば成る、為さ

ねば成らぬ何事も、成らぬは人の為さぬなりけり」を座右の銘として、私の組合での最後

のご奉公と固く心に決めて、今後訪れて来ると思われる諸問題に立ち向かって行く所存で

ございます。組合員の皆様には私達の協組運営委員会の指針をしっかりとお見届けくださ

ると同時に、全面的なご協力をお願い申し上げます。 

 

 



 

 

大村理事長日誌 

 

 

３月 

４日(月)表団協セミナー、正副理事長会 

５日(火)健保組合打合せ 

６日(水)群馬県工組前理事長中山光幸氏

藍綬褒章受章祝賀会 

７日(木)工組事務局打合せ 

健保組合理事会 

８日(金)石原都知事懇談会 

13日(水)工組事務局打合せ 

    大和銀行ペイオフ対策相談 

    公防協組事務局打合せ 

15日(金)健保組合打合せ、 

都議会自民党・都環境局・下水

道局と懇談 

訓練校修了式 

19日(火)健保組合組合会 

21～24日(木～日) 

中国深圳・東莞工場視察 

26日(火)健保組合打合せ 

28日(木)工組事務局打合せ 

    健保･年金基金打合せ 

29 日(金)内藤雅文氏都知事表彰受賞祝

賀会 

30～31日(土～日) 

日本鍍金協会第 41回年次大会 

 

 

工組 第６回 

理  事  会 

 

副理事長に梅本氏選任 

 

  と き  平成 14年４月３日(水) 

          午後６時 30分～８時 15分 

  ところ  めっきセンター４階会議室 

  出席者  大村、姫野、由田、川上 

          梅本、宮澤 

          柏村、木村、内藤、平野 

          間部、永田、菊池、安斎 

          半田 

          八幡、遠藤、元井、小橋 

          中澤、小谷野、藤田、原 

          志田、池田(潤)、篠根、 

茅野、下平、永田、神谷 

池田(敏)､山田、田代、西原 

   (監事) 田中、鈴木 

 

  会議に先立ち、内藤雅文常任理事から

「３月 29 日の都知事表彰受賞祝賀会に

際し役員多数のご出席をいただき感謝申

し上げる」とお礼の言葉があった。 

 宮沢専務理事が出席理事が定足数を満

たしていることを報告、大村理事長が開

会の挨拶の後、議長となり、議事録確認

者として、中央支部の下平誠理事、足立

支部の永田一雄理事を指名し、議事に入

った。 

 

１．副理事長欠員補充について 

  大村理事長から、正副理事長会で副理

事長欠員補充について検討し、４月１日

から副理事長に梅本喜四郎常任理事を選

任したいと諮り、拍手で承認された。担

当は公害防止協同組合である。 

 梅本氏は「皆さんのご期待にそえるか

どうかわからないが、皆さんのために出 



 

 

来る限り尽くしていきたい。ご指導ご鞭

撻をお願い申し上げる」と就任の挨拶を

した。 

 

２．平成 13 年度事業報告及び決算報告

(見込)について 

  宮沢専務理事が、資料に基づいて、組

合事業実施概況、主要事業の経過、組合

員数 565、出資口数 52,441、並びに決算

報告(見込)として、貸借対照表、損益計

算書、月次予算実績管理表、独立した訓

練校会計などを説明、承認された。 

 

３．ペイオフ解禁対策について 

  宮沢専務理事から、預金保険利用によ

り、各行 1000万円以内、保険対象外の商

品を解約、国債を継続、各種引当資産定

期預金は金額を変えず、総預金金額をそ

のままとするなどを説明するとともに、

具体的に各金融機関名、金額等を説明し、

承認された。 

 

４．平成 14年度組合事業計画案及び収支

予算案について 

  宮澤専務理事が、資料に基づき、事業

計画として一般社会動向、業界の動向、

４項目を柱とする組合事業、各委員会活

動とともに、収支予算案(各委員会別内容、

訓練校)、資金計画、経費の賦課金額並び

に徴収方法、借入金額の最高限度、常勤

役員報酬限度額を説明、雑収入、関係団

体負担金などについて質疑応答を行った。 

  経費の賦課金額並びにその徴収方法の

中に、新たに次の項目を追加した。 

1.賦課金 

  センター修繕費 5,456,200円 

 ただし、支部事務費として賦課金額の

３％を支部に還元する。 168,700円 

2.徴収方法 

 

 

 センター修繕費は、各組合員賦課金の

１ヶ月分を７月と 11 月に合計２ヶ月分

徴収する。 

  梅本総財務委員長は「賦課金は 12ヶ月

分を徴収するほかにセンター修繕費とし

て２ヶ月分を徴収しており、これを明記

した。組合法によると賦課金以外にお金

を徴収してはいけないという規定があり、

賦課金として計 14ヶ月分を徴収する。ま

た、組合本部の運転資金が逼迫している

ことは周知の通りで、賦課金を１年まと

めて払う支部、半年ごとの支部などバラ

バラになっており、そのために資金的に

つまってしまうことがあるのでご協力を

お願いしたいと、説明があり、承認した。 

 

５．各委員会報告 

 総財務委員会 梅本委員長 

  平成 13年度の脱退事業所 25社（出資

口数 1,928、出資金額 7,712,000 円）を

各支部組合員数により割り振った各支部

負担額計算表を説明した。 

  前理事会までは、出資金を受領して預

かり証を発行して整理することを決めた

が、組合法によると集金した時点で速や

かに出資証券を発行しなければいけない

ことになっている。 

  支部長には、支部内で割り振った出資

額を記入して本部へ提出して頂き、集金

の際は領収書を発行し、受領の証しとし

て組合員に渡して頂きたい。５月に証券

を印刷し、その領収書と引き替えに証券

を渡して頂きたい。領収書を紛失した場

合は、領収書の写しに紛失した旨を明記

し印をもらって頂きたい。例えば 10 年

20年後、皆さんの引退し、古い領収書が

出て、一括発行の証券のほかに出資金が

あるのではないかという問題が起きない

ためである。 



 

 

  おな、脱退事業所のない支部もあるが、

本部全体での脱退組合員分について各支

部に負担をお願いするものでご理解をお

願いしたい。 

  この増資について支部長から、今回は

やむを得ないが、次回は支部員の理解が

得られないので早急に資金の集め方を検

討してほしいという意見が出された。 

 これに対して大村理事長は「今日 12

時半から正副理事長会でこの問題を検討

した。現在の組合員 565社が 500社 400

社になるとどうなるか、今の出資金が減

った場合どうなるか、事務局でシミュレ

ーションを作り、今期中に総財務委員会

で検討して頂くことを決めた。組合は

我々の組合であり、どうすればよいのか、

みんなで考えて、どういう形がベターか

決めて頂きたい」と説明した。 

 広報委員会 木村委員長 

 役員皆さんのご協力により広告の空き

が埋まった。広報５月号では中国視察団

報告を中心に掲載するのでご協力をお願

いしたい。 

 環境委員会 菊池委員長 

ＰＲＴＲ法、都環境確保条例への対応と

して、ＭＳＤＳの内容がわからないこと

があるので、環境委員会は、ＭＳＤＳを

集計し、使用薬品の中で有害物質を含め

て網羅することにした。そのためメーカ

ーからもらったＭＳＤＳを本部へ知らせ

て頂きたい。メーカー名、薬品名、有害

物質、すべてを網羅し、今後のＰＲＴＲ

法、都環境確保条例の計算資料としてい

きたい。 

  技術教育委員会 八幡委員長 

 訓練校：３月 15 日平成 13 年度第 32

期生修了式を行った。修了生は 45名(入

校 46名)である。平成 14年度第 33期生

の素養調査を３月 26日に 46名の入校予 

 

 

定者を行い、その後２名の入校希望があ

り、計 48 名の入校を決定した。平成 14

年度の入校式は４月５日午後６時から行

う。 

  毒劇物試験準備講習会：４月 17日から

水曜日毎に 10回開催する。４月１日現在

の申込みは27名、48名まで受講できる。

昨年の合格率は 50％を超えており、毒劇

物取扱者の資格を持たない事業所は講習

会に参加して頂きたい。 

  技能検定：申込期間が３月４日から４

月 10日。２級申込 11名。治具作製、不

調液の調整などの講習を希望者に行う予

定である。 

  高度熟練技能者認定：申請期間５月 15

日から 31日。従業員を申請する場合は経

営者が推薦する。経営者については、組

合理事長の推薦となるので、早めに提出

をお願いしたい。申請希望者には職業能

力開発協会の書類を送付するので事務局

に連絡を頂きたい。 

  ホームページ特別委員会 

  欠席の石川委員長に代わって宮澤専務

理事がリニューアルした組合ＨＰの内容

を説明した。 

  経済研究会 姫野副理事長 

 平成 13年９月 11日に、東京都議会め

っき対策議員連盟議員各位との懇談会を、

新宿モノリス 29“雲取”で開催した。議

員連盟代表世話人の小山敏雄議員 17名、

組合から正副理事長をはじめ各委員長、

各支部長など執行部と、事務局職員の総

勢 22名が出席。配布資料「平成 14年度

東京都予算等に対する要望書」等により、

めっき業界の現状と課題について組合よ

り説明し、議員各位に問題解決のご理解、

ご協力を要請した。 

 また、恒例の都議会各会派に対する「平

成 14年度予算等に対する要望」について 



 

 

のヒアリングを 10月 12日民主党、10月

17日には公明党、日本共産党、自民党な

ど、各会派の政調会関係議員各位との要

望ヒアリングを行い、業界の実情を訴え、

業界が直面する課題についてご支援をお

願いした。さらに、10 月 30 日には、衆

議院議員井上義久先生の特別参加のもと、

都議会公明党議員の方々との懇談会を、

新宿モノリス 29“御前”で開催。午前 11

時から２時間という限られた時間ではあ

ったが各選挙区に関連する常任理事、支

部長が出席され、支部の運営や業界の実

情と問題を、切々と訴えると同時に、議

員各位も真剣に業界の意見、要望等に耳

を傾け、熱心な意見交換の場となった。 

 今年、平成 14年を迎えてからも、精力

的に要望活動を展開し、新宿モノリス 29

において、２月 15日には、都議会公明党

議員の方々と組合執行部との懇談を、ま

た、２月 20日には、都議会自民党めっき

対策議員連盟議員の方々と組合執行部が

懇談、「東京都への要望事項」とりわけ、

東京都環境確保条例に関する問題点につ

いて意見交換を行った。時間の制約もあ

り、充分な懇談は出来なかったが、業界

の実情へのご理解を深めていただくとと

もに、今後の支援を約束いただいた。 

３月 15日には、めっき対策議員連盟代表

世話人の小山敏雄議員の呼び掛けで、東

京都環境局、下水道局の幹部職員出席の

もと、要望の具体的事項について意見交

換をした。なおこれら活動については随

時組合広報に掲載している。 

  全鍍連活動 宮澤専務理事 

  理事会、総会、事務局交流会議、各委

員会別の活動内容について資料に基づき

報告した。 

 

 

 

 

６．中国視察団報告 

  姫野副理事長から、参加者 21名、３月

21 日から 24 日にかけて中国の深圳、東

莞のめっき工場７社を見学したことを報

告した。なお、詳細については４月 15

日に反省会を行い、その内容を広報５月

号に掲載する。 

 

 

工協組 第６回 

広 報 委 員 会 

 

５、６月号の方針検討 

 

と  き 平成 14年４月４日(木) 

         午後６時 30分～８時 

ところ めっきセンター２階会議室 

出席者 由田、木村、半田、神谷 

         内山、大坂、今村、堀江 

         籠利、野田、角田 

(事務局)曽根                                                               

 

はじめに由田副理事長、半田副委員長

から委員会運営への各委員の協力につい

て感謝の言葉があり、木村委員長が議長

となって議事に入った。 

 

１．来年度予算案について 

  前年度予算同様の予算案を検討、承認

した。なお、14年度は役員改選期ではな

く新役員委員の顔写真特集は行わない。 

 

２．広報４、５、６月号について 

  ４月号校正刷りにより内容を検討、５、

６月号は台割りにより掲載内容を検討し

た。５月号は、中国視察団報告を中心と

して編集する。６月号は本部総代会、各

支部総会を掲載することを確認した。 

 



 

 

３．その他 

  石川委員(ＨＰ委員長)から、組合ＨＰ

のＰＲを毎月掲載してほしい。広報掲載

技術情報等を組合ＨＰに提供してほしい

などの依頼伝言を報告、了承した。また

組合ＨＰアドレスは広報表紙に明記する

ことにした。 

  次回委員会は、６月５日(水)、上野東

天紅で行うことにした。 

 

 

工組 第 6回 

環 境 委 員 会 

 

環研実績報告を了承 

 

と き 平成14年3月5日(火) 

午後６時 30分 

ところ めっきセンター2Ｆ会議室 

出席者 菊池、安斎、柏村 

遠藤、内田、藤田、下田 

佐藤(富)、森、小嶋、磯村 

佐藤(秀)向坪、横山、西原 

[事務局]宮澤、神戸、小原、志賀 

長嶋、宮部 

 

菊池委員長挨拶の後、議事に入った。 

 

１、環境科学研究所実績報告 

資料に基づき平成 14 年２月分まで

の実績報告を行い、総計執行率の

0.8％減少と報告した。 

2 月末までの排水分析、スラッジ分

析が平均より下がっている。作業環境、

委託分析は、執行率通りとなっている。

大気測定は、執行率を上回ってはいる

が、将来的にはかなり落ち込むのでは

ないかと、推測している。 

総計としては、大気測定以外の落ち 

 

 

込みと、大気測定とで執行率より多少

下がってはいる。 

 

２、東京都への要望事項について 

東京都議会議員との懇談会に使用す

る要望書に関して、見ていただき修正箇

所の指摘を受け、内容に関しては各委員

の合意を得た。 

 

３、ＭＳＤＳの取り扱いについて 

現在、環境化学研究所でＰＲＴＲ法の

関連である、ＭＳＤＳの一覧表を作成し

ている。各委員の皆さんのご協力を得て、

組合員から質問に対応できるように整

備することにした。 

 

４、その他 

全鍍連で行われた環境対策委員会に

出席した菊池委員長より、話があった。

ＰＲＴＲ法並びに、東京都環境確保条例

ではニッケルとニッケル化合物の２物

質となっているが、実際には、ニッケル

のみとしていただくように全鍍連と通

して国と都への要請を行うこととなっ

た。 

 

次回の第７回委員会を４月23日とし、

安齋副委員長が最後に閉会の挨拶を

行った。 

 



 

 

めっき対策議連及び東京都幹部職員との懇談会 
 

 東京都鍍金工業組合及び東京鍍金公害防止協同組合（大村功作理事長）は、３月 15日(金)

午前 10時より、東京都議会自民党会議室において、都議会自民党めっき対策議員連盟議員

と順次、東京都環境局及び下水道局幹部職員を交えて、当面の環境問題を語る懇談会を開

催した。これは、小山敏雄めっき対策議員連盟代表世話人の呼びかけで開催されたもので、

まず東京都側から、環境局環境改善部小島高志（環境改善部技術担当）参事、野田功有害

化学物質対策課長の出席のもとでの懇談会、次いで、下水道局時田公夫業務部長、竹島正

排水指導課長が出席して懇談会が行われた。 

 組合からは、正副理事長をはじめ、菊池常任理事(環境委員長)、工組、協組両専務理事

が出席した。懇談会では、資料「東京都への要望事項」等より、めっき業界の実情、問題

点、また、従前の都との話し合いでの、都側関係者の考え方の確認と特段の配慮を求めた。 

 

 懇談会は、議員連盟代表世話人の小山

敏雄議員の、「かねてからの業界要望につ

いてその確認の意味と相互理解を深める

ため、まず、環境局幹部職員及、そして

下水道幹部職員の出席をお願いをした。

時間が許す限り十分話し合ってほしい」

との呼びかけで、始まった。 

(１)環境確保条例に関わる問題 

 冒頭、大村理事長は挨拶の中で、「本条

例に基づく届出・手続等に関する説明会

を開催していただいたが、届出事項の書

類の提出を、いきなり求めるなど、都は

環境確保条例施行について国より先行し

ているのはわかるが、その運用に余裕が

感じられない。もつと事業者の立場に立

ち、わかりやすく説明してほしい。また、

事業者負担が増大するなかで、少なくと

も、今後３年位は、届出をしなくても、

罰則を課さないようにしてもらいたい。

ＭＳＤＳについては何処に数宇があるか 



 

 

わからないほど書類が複雑である。もつ

とわかりやすようにしてほしい。 

 また、昨年３月に開催した話し合いで、

当時の長谷川環境改善部長が、『報告につ

いて、購入量しかわからないところは、

購入量を持って使用量とすることで、提

出してもらい、私共はそれを受理する。

届出には、罰則条項があるが、話し合い

で、罰則ありきではないことをはっきり

させたい』と言っている。私共業界は購

入量での届出、罰則は課さないと理解し

た」と説明。 

 小島参事（環境改善技術担当）は、「本

条例は、ＰＲＴＲ法とその趣旨は異なっ

ている。私共としては、初めから、完全

な形で、本条例を施行するのは無理であ

るということは理解している。届出をし

ないと罰則を課すということも、今は、

直接関係ないと思う。今までも、基本的

な事項については、話し合いを行ってき

た。悪質な事業者には、罰則を課さない

わけには行かないことも、理解してほし

い。また、本条例を、数年かけてその制

度を定着させていきたい。段階的な実施

を考えている」と、当面の都の考え方を

強調された。 

 届出については、「具体的に、使用量、

購入量等、それだけでよいとは、私共は、

言つていない」と、その確認を求めた。 

 また、大村理事長は、本条例の施行に

ついて、「都が直接、実施するならよいが、

区市が実施することに問題はないか。区

市の対応が、区市によってまちまちであ

るのは困る」と主張。これに対し小島参

事は、「本条例の施行事務は、23 区課長

会等で詳しく説明をしてきた。区の課長

には、理解して頂けたと思う」と述べた。 

 また、野田有害化学物質対策課長は「都

と区市の関係について、自治体がそれぞ 

 

 

れ独立しているので難しい面もある。し

かし都からの委任しての仕事であるので、

きめ細かく親切に対応され、趣旨を理解

して記入して頂けるように指導してき

た」と答えた。 

 山本議員は、「本条例に関わる問題につ

いて、業界団体は、自主規制のように、

事業者が抱える問題や苦情を集め、まと

める“クッション”のような役割を期待

したい」と提案。また、小山議員も「問

題点を指摘されたり、個別、具体的な問

題があった場合、組合本部に持ってくる。

そして、組合本部で意見を集約する。そ

んな“クッションづくり”が必要ではな

いか」と同様な考え方を述べた。 

 新藤議員は、「都は緩和措置を、組合も

一定期間の自主規制を行ったらどうか」

と妥協案を提案された。大村理事長は、

それに対し「考え方として、その提案は

わかりやすいが、都側の考え方に、昨年

の話し合いと今回の説明会での、考え方

に食い違いがあるのは困る」と主張。ま

た、「本条例において、国が既に行ってい

るように、例えば３年間の暫定期間を設

けるなどの配慮をしてもよいのではない

か。組合の支部によっては、届出はしな

い、罰則を辞さないという厳しい意見も

ある」と強調された。それに対し、野田

課長は、「私共は、本条例の施行を厳しく

行おうとしているのではなく、制度の定

着化を図るための説明会、定着が目的で

の説明会として開催した」と業界の理解

を求めた。 

 菊池常任理事は、「個人情報の開示に、

業界は懸念している。私共は、購入量を

ごまかす事業所も出てくるのではないか

と、今から心配している」と情報開示に

よる事業所の不利益の排除を求めた。一

方、川上副理事長は、「事業所では、在庫 



 

 

がなくなってから、材料を注文するため、

購入量の 98％はクリアーできる」と、購

入量の届出については、容易であるとの

見解を示すとともに、制度的に類似点が

多いことや、対象に共通物質が多いこと

から、「本条例とＰＲＴＲ法の窓口を一本

化することが出来ないのか―。また、大

気汚染物質に関して、硫酸、硝酸、塩酸

の３物質は、現在、中和剤として使用し

ているので、３物質は対象からはずして

もらいたい」と主張した。 

 大村理事長は、「先日、都議会本会議で

公明党の代表質問を傍聴した。本条例の

化学物質の適正管理に関わる問題に関す

る質問に対し、赤星環境局長は、化学物

質の適正な管理が行われるよう、事業者

に対してその使用量等の報告を求めるこ

ととしている」と答弁している。これに

対し野田課長は「鍍金業界は、化学物質

の種類が多い。クリーニング業界は、使

用量即購入量、印刷業界は、鍍金業界と

類似しているが物質の数は少ない。局長

の答弁は、本条例の趣旨に基づき一般的

に答弁しているものである」と説明。 姫

野副理事長は、「届出事項が即、情報開示

のためではよくない」、また、大村理事長

も「情報公開のために、事業所が廃業に

追い込まれては困る」と、情報が開示さ

れることによって、事業所が不利益を被

ることがないよう特段の配慮を重ねて求

めた。 

 これに対し、小島参事は「ＰＲＴＲ法

は、集計結果の情報公開を前提にしてい

るが、本条例は、排出規制の基準値を何

処まで事業者に守ってもらえるかという

大きなねらいがある。貴組合も、組合事

業所への理解と協力を求めるよう努力を

お願いしたい」と答え、さらに、野田課

長は、「情報公開については、都と区市と 

 

 

の間に一貫性をもたせたい。法は、集計

して情報公開をするスタンスであるが、

本条例は、集計しての公表はしない。東

京都の情報公開条例は、個別の内容を１

件づつ審査し、処理する方法で、プライ

バシーの保護を念頭におきながら対応し

ているので、個別事業者の情報開示は、

考えにくいのではないか」と答えた。小

山議員は、「情報開示について、ＰＲＴＲ

法の仕組みと条例の仕組みの分かりやす

い資料を作成し、私共にいただきたい。

出来たら組合にも提出してほしい」と要

請した。さらに同議員は、「区市に関わる

問題として、議論になった問題点や指摘

事項は、組合本部にあげる。区市環境担

当職員と組合・支部長との話し合いの機

会を設けるように努める。また、区市へ

の都の説明会や指導など、都と区市と共

通認識としての会議を設けるなどを、本

日の懇談会で確認させていただいた」と

述べた。 

 大村理事長も、「都には今後とも私共・

業界の支援をお願いする。とりあえず購

入量をもって使用量に変えるという意味

を理解させて頂いたと受けとめている」

と回答。小島参事は「私共は、皆さんに

届出事項を記入、作成し、提出して下さ

い。というだけである。区市に委任した

仕事であるので苦情があったら、都にあ

げてほしい」と述べた。 

 最後に、小山議員から「本件で、今後、

問題が発生した場合、本懇談会のような

話し合う機会を、また設けたいと考えて

いる」との結びの言葉で閉会した。 

 

(２)排水規制に関わる問題 

 冒頭、宮澤専務理事が、『東京都への要

望事項』の排水規制に関する要望を説明

し、一つ一つの要望事項についての都側 



 

 

の考え方や答えを求めた。下水道局、時

田業務部長はまず「下水道法施行令・第

９条の４で追加された、新たなる規制物

質については、平成 13年６月 22日、『ほ

う素及びその化合物』、『ふつ素及びその

化合物』に係る下水道排除基準が適用さ

れたことになった」旨を説明された。ま

た、暫定基準について、時田業務部長は、

「基準を直ちに達成することが技術的に

困難な業種に係る特定事業場に対して、

経過措置としての暫定基準が適用される。

その適用期間は、平成 16年６月 30日ま

でとする。めっき業界への暫定基準は要

望書のとおりである」と、事実経過を述

べた。 

 宮澤専務理事から、「都市型企業に適し

た処理技術が確立するまで、『ほう素』『ふ

っ素』に関し、暫定排除基準値の延長を

お願いしたい」と要望したのに対し、時

田業務部長は、「基準値は、国が定めたも

ので、都は基準値を定める権限を持ち合

わせていない。私共としては、業界や都

内の実情を明らかにし、国に伝えている」

と答えた 

 大村理事長は、「同じ税金を支払ってい

るのに、河川と海域の基準値に差がある

のはおかしいのではないか」と主張。そ

れに対し、時田業務部長は、「都としては

実態を明らかにすることしか出来ない。

また、困難物質については、共同調査・

共同研究をしていきたい」との答えがあ

った。 

 川上副理事長から、「業界として使える

処理技術を開発してほしい」との要望に

対し竹島課長は、「有害物質への対応に関

しては、現在、都の制度になっていない。

水質汚染防止法の考え方を、そのまま採

用している。処理技術の開発促進につい

ては、一層努力したい」と答えた。 

 

 

 組合の「日間平均排水量 50m3未満の小

規模事業所については、排水基準値の適

用除外の措置が講じられること。また、

下水道を所管している国土交通省など、

国の機関への働きかけてほしいこと」な

どの要望に対して、竹島課長は、「国への

働きかけを含め、今後、努力していきた

い」との答えに、とどまった。 

 さらに、「新たに規制項目が加わると事

業所の負担が増大するので、調査費等に

対する助成金等、特別のご配慮をお願い

したい」との組合要望に対し、竹島課長

は、「現在、下水道局には、調査費、分析

機器購入費など、財政措置を含めた支援

するための制度がない。調査結果やデー

夕など、実態把握のお手伝いを今後とも

していきたい」とし、助成措置など具体

的支援策を聞くことは出来なかった。ま

た、「ほう素、ふっ素など、困難物質は、

現状では、適正処理が不充分なこと。国

の水質審議会での構成メンバーにめっき

業界の代表が入っていないことなど、基

準値の設定に関わる業界の意向の反映は

不充分であった」と認めた。 

 大村理事長は、「ニッケルは、今後、取

締りの対象になるのは、時間の問題であ

る。規制の対象に関わる情報があれば、

速やかに提供してほしい」と求めた。竹

島課長は「努力する」との答弁にとどま

った。 

 山本議員は、「ほう素、ふっ素の規制も

いずれは環境をよくすることが目的であ

ることは変わらない。都は、業界と一緒

に基準値をクリヤーしていこうというス

タンスである」と述べ、下水道局との懇

談を終えた。 

 



 

 

高等職業訓練校第 32期修了式 

優秀な成績で４５名修了 
  東京都鍍金工業組合高等職業訓練校は

３月 15 日(金)午後５時からめっきセン

ター４階教室で第 32期修了式を行った。

終了生は 45名(入校時 46名)で、１年間

の訓練課程を修了し元気に巣立っていっ

た。 

  修了式は、宮澤裕専務理事の司会によ

り、はじめに姫野正弘副校長(副理事長)

は「１年間訓練校でめっき技術の基礎を

勉強され、本日晴れて卒業できることを

心からお祝い申し上げる。訓練校で学ん

だことを活用しながら、自信をもって各

事業所で活躍して頂きたい。また多くの

仲間ができて財産である。それぞれの企

業で皆さんを訓練校へ派遣された事業主

並びに先輩、同僚も期待していると思う。

どうか自信をもって、それぞれの職場で

頑張って頂きたい」と開会の挨拶をした。 

  神戸徳蔵教頭が修了人員報告を行い、

大村功作校長(理事長)が早坂直幸修了生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表に修了証書を授与。続いて、各賞授

与を行った。皆勤賞(20 名)、精勤賞(12

名)、今期の総合成績第一を称える東京都

職業能力開発協会会長賞並びに吉川賞、

それに次ぐ優秀な成績を収めたことを称

える虎石賞、優等賞(６名)、困難な条件

を克服し勉学に励んだことを称える努力

賞(２名)が別掲の通り授与された。 

  大村功作校長は「みなさん卒業おめで

とう。心よりお祝い申し上げる。みなさ

んはもとより、派遣事業主、ご家族のみ

なさんもさぞ喜んでいることと思う。み

なさんが１年間色々なことを学び、経験

したことはみなさんの努力は勿論、各企

業の協力、みなさんを支えた職場の同僚

や家族のみなさんの暖かい気持ちを忘れ

ないでほしい。１年間一緒に学んだ同窓

生、講師の先生、組合役職員との１年間

に培われた人間関係は、みなさんがこれ

から業界で生きていく上に大きな財産と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

＜各賞受賞者＞                   皆勤(皆) 

                                 精勤(精) 

能開賞  斎藤  秀和  京王電化工業㈱   (皆) 

吉川賞    〃            〃           (皆) 

虎石賞  北川  喜明  アイテック㈱     (皆) 

優等賞  佐々木  学  仁科工業㈱       (皆) 

  〃    善林  智範  日本ﾌﾟﾚ-ﾃｯｸ㈱    (皆) 

  〃    増田  恵之  ㈱協和高崎工場   (精) 

  〃    松本  文和  ㈱長沢製作所     (皆) 

  〃    水田  幸治  吉野電化工業㈱   (精) 

  〃    八幡  義一  八幡鍍金工業㈱   (皆) 

皆勤賞  浅見   浩  ㈱吉崎ﾒｯｷ化工所  (皆) 

  〃    猪熊  重雄  ㈱ヒキフネ       (皆) 

  〃    大村功一郎  ㈱都南ビ－ピー   (皆) 

  〃    黒田 洋平  常木鍍金工業㈱   (皆) 

  〃    狐塚 寛之  立石電化㈱       (皆) 

  〃    下西 武史  ニシハラ理工㈱   (皆) 

  〃    竹村  博  ｼﾙﾊﾞ-ﾒｯｷ工業㈱   (皆) 

  〃    垂井 伸二  ㈱トーヨー       (皆) 

        早坂 直幸  常木鍍金工業㈱   (皆) 

  〃    林  将昭  ㈲セルバ         (皆) 

  〃    原  義和  楢本理化工業㈱   (皆) 

  〃    山田 悦功  ㈲山田鍍金工業所 (皆) 

努力賞  入江 邦成  ㈱光陽           (皆) 

  〃    小西 統之  ㈱小西メッキ     (皆) 

精勤賞  伊藤 寿将  八幡鍍金工業㈱   (精) 

  〃    岡崎 淳一  ジャスト㈱       (精) 

  〃    小室 憲一  ㈱光陽           (精) 

  〃    近藤 大祐  大森ｸﾛｰﾑ工業㈱   (精) 

  〃    田島 秀基  ㈱三ツ矢         (精) 

  〃    田谷 和信  三共鍍金㈱       (精) 

  〃    西島 正明  ㈱三ツ矢八王子工場(精) 

  〃    福井 通人  福井電化工業㈱    (精) 

  〃    増山 直道  墨田硬質ｸﾛｰﾑ鍍金㈲(精) 

  〃    山本 隆治  日本ミクロ工業㈱  (精) 

 

なるものであり、これからも大切に育ん

でいただきたい。いまわが国は大変厳し

い経済環境にある。御存知のとおり、バ 

 

 

 
(能開賞･吉川賞受賞の斎藤秀和氏) 

 

ブルがはじけてから厳しい経済状況が続

いているが、ここ数年特に大手製造業が

東南アジアの人件費の安い国へ生産拠点

を移し、我々業界にとっては受注難、コ

ストダウンという厳しい経営環境になっ

ている。また、環境問題では、ＰＲＴＲ

法、東京都環境確保条例、土壌汚染問題

等、我々が乗り越えていかなければなら

ない問題が山積している。みなさんには

益々技術、技能を磨いて、若い力を大い

に発揮していただきたい」と挨拶をした  

東京都職業能力開発協会総務課長の室橋

伸彦氏は「いま日本は非常に景気が悪く、

若年層の失業者も多いが、みなさんはめ

っき業で働きながら、その仕事に関して

学び、一段と技術技能が身についたので

はないかと思う。ただ学んだというだけ

では何の役にも立たない。学んだ技術を

現場に生かしていただきたい。よく一生

懸命やりますといわれるが、一生懸命と

はどういうことか、自分の仕事を少しで

も上手に、少しでも早くするにはどうす

るか、工夫するようになった時初めて自

分の仕事を一生懸命していると言えるの

ではないかと思っている。そういう成果

が現れるよう努力を続けてほしい」と挨

拶があった。 

  修了生を代表して斎藤秀和氏は「様々 



 

 

な目的や期待を抱いて入校以来、めっき

に関する基礎的なことから幅広い表面処

理方法やマネジメント、法規に至るまで、

また実技では各種測定、分析、検査等を

学んできた。振り返ると、重要な土台を

築き上げるため、また更なる技術の向上

のためにいろいろな知識や経験を身に付

けることができたと感じている。これも

熱心にご指導をいただいた先生方の御陰

と感謝している。様々な形でめっき業に

従事している同期生がこうして当校で同

志として出会い学びあえたことも非常に

貴重なことであった。今後は当校で培っ

たものを礎として、時には先生方や仲間

との人脈ネットワークをお借りし、それ

ぞれの職場での多様な状況で活かして発

展させ、そして後輩に伝えていきたい」

と謝辞を述べた。最後に八幡順一技能教

育委員長の閉会の辞で修了式を終了した。 

 

高等職訓校入校式 

48名入校 
 東京都鍍金工業組合高等職業訓練校は

４月５日(金)午後６時からめっきセンタ

ー４階教室で入校生 48 名を迎えて第 33

期入校式を行った。 

  宮澤裕専務理事の司会により、姫野正

弘副校長(副理事長)の開会の挨拶のあと、

神戸徳蔵教頭が入校人員報告を行った。 

 大村功作校長(理事長)は、「みなさん入

校おめでとう。みなさんは当校の教育過

程において色々なことを学び、技術技能

を研修するが、どうか１年間頑張って頂

きたい。大変厳しい経済状況にあるが、

当めっき業界も同様にきびしい状況にあ

り、このような中で２１世紀の２年目に

なるが組合としては“明日を築き未来に 

 

 

羽ばたく”というキャッチフレーズのも

とに色々なこを行っている。その大きな

項目の１つが人材育成で、現在にマッチ

したものにするべく組合としては訓練校

の運営、技能検定の推進、各種講習会、

講演会等を行っている。みなさんはこの

教室で、講師の先生、組合役職員から指

導を頂いて勉強に励まれるとともに、同

窓のみなさんとの人間関係も大切に育て

て頂きたい。また勉強では何でも聞く耳

をもって色々なことを勉強して頂きたい。

そして１年後、訓練校にきて良かったと

言えるような訓練校生活をおくって頂き

たい。最後に訓練校に情熱を傾けてくれ

る先生方、技能教育委員会、派遣事業主

のみなさんに心からお礼を申し上げる」

と挨拶をした。 

 来賓の東京都職業能力開発協会専務理

事早川良躬氏は、「入校おめでとう。みな

さんは今日から会社の仕事に加えてプロ

としての技術に磨きをかけるスター台に

立って、ライバルとして１年後を目指し

て競い合う。ライバルといってもめっき

業界の期待の星として互いに成長を促し

高め合う兄弟、良友としてである。大い

に切瑳琢磨し学校全体にエネルギーを漲

らせて頂きたい。みなさんを暖かく送り

出してくれた会社の方々、ご家族、訓練

校の先生方の期待と愛情を原動力として

力の可能性を存分に追求し納得のいく成

果を出して頂きたい。訓練課程では迷い

や弱きにかられることもあると思うが、

体ごとぶつかっていけばそれが飛躍のチ

ャンスになると確信している。自分がこ

の仕事を選び訓練校で腕に磨きをかけた

ことは大正解だったと胸を張れる１年を

期待している」と挨拶をした。 

  講師紹介の後、八幡順一技能教育委員

長が閉会の挨拶をして入校式を終了した。 



 

《新組合ホームページ》 

一斉同報専用メールアドレス(doho@tmk.or.jp)も取得 

新しいアドレスは http://www.tmk.or.jp  

トップページに 

１．「今週の言葉」現在のところ毎週、理事長・副理事長に書いていただきます。 

２．「組合からのお知らせ」組合から最新のお知らせやニュースをお届けします。 

３．トップページの左側にメニュー欄。これでホームページが読みやすくなりました。 

４．めっき関連のホームページのリンク集を作りました。 

リンク先は次の分野です。簡単な解説をつけてありますのでご利用ください。 

① 環境、安全関連 

② 鉛フリー関連 

③ 官庁（各種助成制度・振興プラン） 

④ 各地の工業技術センター 

⑤ 電子商取引 

⑥ 表面処理関連 

⑦ 海外の表面処理関連の英文サイト 

⑧ その他のビジネス関連のサイト 

５．めっき関連データ集をのせました。膨大なデータ集なので使って便利なページです。ご利

用ください。自慢の出来るページです。 

６．「めっき掲示板」を新設いたしました。 

掲示板は匿名で、自由な発言が出来ます。アクセス数が増えた場合は、テーマ別のフォーラ

ム形式も考えております。 

７．組合事務局の担当者のメールアドレスを載せました。また、新たに一斉同報専用アドレス

も取得、活発な情報交換を行って参りますので､ぜひ会員となってご活用ください。 

代 表                       webmaster@tmk.or.jp 

専 務                       miyazawa@tmk.or.jp 

総 務                       maeda@tmk.or.jp 

ホームページ特別委員会       kondo@tmk.or.jp 

環境科学研究所               shiga@tmk.or.jp 

高等職業訓練校               mikamo@tmk.or.jp 

技能教育委員会               miyabe@tmk.or.jp 

環境委員会                          〃 

広報委員会                   sone@tmk.or.jp 

一斉同報メール   doho@tmk.or.jp 

 

皆様から当ホームページへの積極的なご提案、ご意見をお待ちしております。 

http://www.tmk.or.jp/
mailto:sone@tmk.or.jp


 

表団協第 13回セミナー 

 

 

 

  表面処理団体協議会（表面技術協会・全

鍍連・機材工の３団体で構成）は３月４日

午後１時 30 分から芝公園の機械振興会館

で第 13回セミナーを開催した。上海先鋒電

声器材有限公司総経理（東北パイオニア

(株)取締役）恰田幹雄氏が「経済面から見

た昨今の中国・上海事情」、大阪府立産業技

術総合研究所評価技術部表面化学グループ

主任研究員の横井昌幸氏が「環境にやさし

いクロム代替めっき技術開発」について講

演した。 

 

経済面から見た昨今の中国・上海事情 

  上海先鋒電声器材有限公司総経理 

 恰田幹雄氏 

 当社は、カースピーカーやカーステレ才、

液晶などを生産している。競争相手が海外

に行ったので当杜も遅ればせながら海外生

産を始めた。最初 10年前にメキシコのティ

ファナに工場を作り、６年半前に中国上海

とタイのアユタヤ工業団地に、さらにポー

ランドに東北パイオニアとして工場を建設、

現在海外４工場で生産している。中国の上

海工場では、カースピーカーや部品など生

産しており、それらのめっき、塗装の表面

処理はすべて社内で行っている。なぜ社内

で行うかというとＯＥＭ製品がある自動車

メーカーの品質規格にローカルのめっき工

場では技術的に対応できないからである。

日系企業で同じように悩んでいる会社が沢

山あり、現在、それらの会社の表面処理も

請け負っている。中国は１～12月が１期で

昨年５期の売上げは 130億円である。従業

員 3,300 人で協力工場を合わせると 4,300

人となる。 

 

 

 

 

 

 

 これから私が経験したことを話したい。

まず中国のここ 20年の歴史を述べると、文

化大革命が 1978年に終わり、四人組が追放

され、鄧小平さんがリーダーになり、共産

主義の平等を前提に“豊かになれる人から

豊かになれ”、また“白い猫でも黒い猫でも

鼠を取る描は良い猫だ”と、中国を活性化

しようとした。その後 1989年にあの天安門

事件が起り軍隊が制圧した。北京が大混乱

になったが、北京より進んでいる上海は事

件が起きなかった。当時の上海の長が江沢

民さんで、鄧小平さんに評価され中央政府

に抜擢、現在、国家主席になっている。い

ま政府要人は上海出身者が多いという。 

 昨年ＷＴＯ(世界貿易機構)に加盟した時、

中国政府は目標として、どうやって国民を

豊かにさせるかを色々考えた。それには外

貨を稼ぐしかなく、外資を導入して雇用を

高め共産党一党独裁の政治基盤を安定させ、

少しづつ豊かに、また自由を与え、生活を

安定させる事が共産党の論理である。外貨

を稼ぐには、輸出を増やして輸入を減らせ

ばよいわけで、共産主義でありながら社会

主義市場経済、いまは改革開放といってい

るが、これをやって力のついてきた産業が

出始めており、輪出して外貨の稼げるもの

は伸ばそう、そっでないものは勉強して伸

ばそうということで努力させている。稼げ

るものは冷蔵庫や洗濯機、エアコンなどい

わゆる白物、おもちや、繊維、雑貨などを

世界に輪出している。ＷＴＯに加盟し海外

企業が入り、小売業、ホテル、保険、銀行

などのサービス業が遅れている。７年前に

上海のデパート伊勢丹が、従業員教育で、

日本では、“いらっしゃいませ、ありがとう 

中国上海事情と、クロム代替技術 



 

 

ございました”というが、中国人は買うか

買わないか分からない人に“いらっしゃい

ませ”という必要がない。また、買わなか

った人に“ありがとうございました”と言

う事はないという。日本では次に買いに来

てくれるからと教えてもそんな馬鹿な話は

ないという逸話があるくらいサービス業は

だめである。中国で買い物をする時、品物

を選び、その伝票を会計に持って行って金

を払う仕組みになっているが同じ職場で他

の人がどんなに忙しくとも自分に与えられ

た仕事以外はしない。 

 保険も、将来のために金を預けるのはや

らない。金だけとられるという心配でなか

なか理解しない。ただし最近は衣食住の衣

は満ちたりてきたが、住が足りず住宅ロー

ンを借りてマンション講入するケースが出

始めている。 

 銀行は、日本では不良債権が問題になっ

ているが、中国では総貸出額の 26％が不良

債権だという。何故か、銀行が企業に金を

貸さないと、役人に頼み、役人が貸してや

れと命令すると貸さざるを得なくなり、不

良債権が多くなっているという。 

 農業は、日本がセーフガードを発動した

野菜などは日本が買い上げるから、こうし

なさいと指導して作らせたもので、作らせ

ておいて要らないというのは中国からする

とふざけた話になるが、中国の穀物の生産

量はアメリカでも同じくらいの 3.5 憶ﾄﾝ

ぐらいで米国は 200万人で作っているのに

対して中国は 4億人で作っている。これも

かなわないという事で改革を進めている。

車は倍関税が掛かるが、５年後には 25％ま

で引き下げようとしている。 

 一般の人はＷＴＯの理解が全くないので、

ＷＴＯやＩＳＯの勉強会を盛んに行ってい

る。政府も、ＷＴＯに合わせた法律の整備、

制定などを行っている。中国政府機関で日 

 

 

本の経産省のようなところが通達したもの

に「許認可制度を廃止、社会主義市場経済

の更なる確立に伴い認可経済に別れを告げ

て……等々」要するに、計画経済はだめだ、

お役所的ではだめだ、ルールを守って市場

で公平な競争をしなさい、とこれが共産党

かと疑うほど資本主義的なことが書かれて

いる。 

  ＷＴＯに加盟してＷＴＯに合うように努

力しているが、今一番問題になっているの

が偽物対策である。アメリカは数年前から

知的所有権ということで音楽やパソコンの

ソフトを真似しないでくれと訴えている。

指導者は悪いことと知っていても庶民はな

かなか言うことを聞かない。日本でマイル

ドセブンの煙草の偽物が話題になったが、

中国では何千人の村全体で偽物の煙草を作

っており、そういうのが沢山ある。村の入

口に人民解放軍に頼んで門を作り公安が入

れないようにしている。 

 また、バイクも中国で１千万台作られて

いるが、その 80％が偽物で、残りがホンダ

とヤマハ製である。ホンダは偽物対策とし

て、中国で一番優秀な偽物バイクを作って

いる会社と手を組み新工場を作り、本物と

偽物を合わせたバイクを売り出した。常識

では偽物業者を捕まえようという気になる

が、偽物と手を組むホンダはすごいと思う。

互換性のある部品を使い同じ性能のバイク

を７掛けで安く販売しているが、本田はど

うして安く出来るのか等のノウハウを、中

国の会社は今後の技術革新はどうなるか等

をホンダから学ぶため手を組んだ。 

 当社のカー用スピーカーの偽物を作り、

東南アジアや中近東、中南米に販売してい

た会社を３ヶ所捕まえたが、また偽物が出

回り捕まえると最初に捕まえた社長で、い

たちごっこが続いている。偽物も、品物だ

けでなく、ナンバ－プレート、お巡りさん 



 

 

の制服、キャッシュカード、お金まで偽物

があり、政府はその対策に困っている。 

  日本の新間、雑誌、テレビなどは、中国

を“世界の製造工場”と報じているが、中

国通に言わせると、みんな同じことをオー

バーに書いている。中国進出の実態は、Ｎ

ＥＣが十憶ドルを投入して半導体工場を、

ＧＭも十憶ドルで自動車工場を作った。日

立がここ十年間で十億ドルを投資するとい

う。前年と前前年と比較し日系企業が上海

に投資したのが倍になっている。これと同

じように台湾、香港、シンガポールなど世

界から大変な勢いで工場進出している。特

に台湾が香港から広東省に出てたが、いま

は上海に出て 30万人の集団を作っている。

世界的に有名なパソコンのエイサーが工場

を作っている。 

 なぜそうなるのか、一般的には賃金が安

い割合に質が良いからといわれている。た

だ日本人を 100とすると、40～50点の世界

である。メキシコの工場は毎月 30％がやめ

てしまい３ヶ月で全員が入れ替わるくらい

であるが、タイは比較的良いと言われるが、

それでも 1年で全員入れ替わる。上海の工

場は 3,300人だが、やめるのは月５～６人

しかいない。それもこちらでクビにしてい

る。安いのは人件費ばかりでない。水、下

水道、電力も安い。上海市内で 500元で生

活できるのは、それだけインフラが安くな

っているからだ。質も悪くない、突然停電

することもない。 

 今我々がやっているのは中国人の知識、

頭脳を買うこということで、昨年から設計

部門も移した。コンピユータやナビゲ－シ

ョンのソフトなどをやらせているが、日本

人以上の能力を持っている人がおり高頭脳

者の活用は今後ますます高まると予想され

る。 

 次に 13億人が消費者になることがある。 

 

 

わが社の男子社員は 200 人ぐらいである

がその内 30 人ぐらいは自動車を買おうと

思っている。車が買える世代が生まれてき

ている。国境の無い日本が 15個あるのと同

じで、北京、大連、天津、上海、深圳など

で１億 2000万人が住んで発展しており、そ

こで製品が売れると、浙江省や深圳など所

得に応じて長続きするヒット商品が生まれ

る。 

 いま日本は 4000 ドルと世界で一番多く

ドルを持っている。中園が 2000憶ドル、台

湾と香港で 1900億ドル、中国政府に言わせ

るとこの３ヶ所で 3900億ドルになり、日本

と同じだと考えている。また、ハイテク製

品も日本の会社が中国で作らせている。高

価なプラズマデイスプレーテレビやリチウ

ム電池まで作っており、ＷＴＯに入り、世

界の企業が中国についていかざるを得ない

のが現実である。 

  市民生活であるが、中国人は私だけとい

う超個人主義と私どもは思っている。中国

はＡＰＥＣを成功し、ＷＴＯに入り、いま

最も人気が北京でオリンピックを開催する

ことである。役人は力があり、例えば士農

工商でいえば士になるが、日本人に言わせ

ると質が悪く、レベルが低い。我々のよう

な日本人が上海に２万人いるが、中国の役

人は、我々のことを「日本人だましても、

まだまだだませる日本人」と言っているそ

うだ。ところがアメリカ人や台湾人は同じ

ようなことをしたら、まず食ってかかり、

お前たちでは話にならないからと上司に交

渉する。上もうるさいから、下の者もクビ

が危なくなる。日本人は日本を見て仕事を

しているから、役人ともめたら悪いことを

しているのではないかと心配になり、お金

で解決できるならと解決してしまう。特に

電気、税関、人民開放軍の３つは中央と関

係なく、競争相手もなく横柄でやり放題で 



 

 

ある。 

  裁判官は共産党、政府、お巡りさんや軍

部のＯＢなどが就いている。何かを訴える

場合準備をする。弁護士２人をつけて、１

人は裁判官対策である。突然訴えるから、

大体訴えた方が勝つ。日本の自動車メーカ

ーも欠陥車で負けている。 

  田舎から都会に人が流れるが、勝手に都

会に出ていけないようになっている。私ど

もの会社にも上海人以外は雇ってはいけな

い。上海人の働く場がなくなり、賃金も安

く使えるから、もし雇うならその差額を払

いなさいという。最近では何十万人まで許

可しようというルールに変わろうとしてい

る。 

  中国 13憶人のうち９億人は農民で、その

うち２憶人は余剰人員と言う。毎年７～

８％も経済成長しているのに失業者は増え

ている。７～８％成長しても学卒者の職場

だけで精一杯である。農村の余剰人員を吸

収することはできない。 

 田舎から都会に出てきて、旧正月や 10

月の国慶節に田舎に帰るが、タクシーを盗

んで自家用車代わりに帰ったとか、飛行機

なら２時間くらいのところを女子は電車と

バスで 30数時間をかけて帰る。お金を持っ

ていることをみんな知っているから夜も眠

らない。管理者の中にも泥棒が多い。会社

のパソコンや携帯電話、バイクなどを盗む。

お巡りさんに言ってもお巡りさんは犯人を

捕まえたことがない。そのくせ年末になる

とお前のところを警備しているから飲み代

をよこせと要求してくる。中国は治安が良

いといわれるが、誰も信号を守る人はいな

い。日本の常識は世界の非常識といわれる

が、そういう例が多い。 

  いま ISI9000や 14000をどこも取ってい

るが、日本はそういうルールを作る必要も

ないほど現場のワーカーがちゃんとやって 

 

 

くれるが、中国は、こういうふうに言った、

指導したと言っても、聞いていない、習っ

ていないと言い張るので、知らないとは言

わせないとルールを作り証拠を残す必要が

ある。現場は大体小学生３年から６年生程

度の知識レベルであるがＩＳＯに基づいて

仕事をすれば大体日本と同じくらいの製品

は作れる。 

  ライン長が部下を指導するが、部下はラ

イン長が私を気に入らないと個人問題にし

てしまう。叱られた彼女、あるいは彼氏で

も、夫や彼氏、近所の人を集めて徒党を組

んでライン長を袋だたきにする。当社は二

直で 11時半に終わるが、ライン長も後の仕

返しが怖くて指導ができない。我々は心配

するなと、毎日タクシーで送り迎えしてい

る。 

  私が考える将来の日本について述べると、

まず雇用面では、アメリカのように自由に

辞めせることができれば雇いやすくなる。

製造業は海外へ行き、余剰人員はサービス

業に入るしかないのでないか。製造業が生

残るには技術革新しかないと思う。世界の

ＩＴ産業の部品のほとんど日本製である。

日本の製造業の技術はまだまだ世界一で、

何も恐れることはないと思う。 

 アメリカは全生産の 30％を海外へ移し

ており、日本はこれだけ騒がれていてもま

だ 15％しか移っていないという。アメリカ

は 30％移ってもしっかりしているのは、日

本を含めた外資が入って穴埋めをしている。

日本も規制改革をして外資が入りやすい形

にすべきである。中国は何かにつけて外資

が入りやすい状態になっている。 

  いま世界に勝つにはどう部下を教育すれ

ばよいか。日本は定期採用、年功序列がメ

インだが、海外は忙しくなったら雇い、臨

時昇給である。何でもよくわかる浅くて広

い知識のジャネラリストは要らない。欲し 



 

 

いのはスペシャリストで、従業員には昨日

と同じ仕事でなく違ったことをやれ、ライ

バル会社と違うことをやれ、他社から呼ば

れるくらいになれと言っている。必要な人

はアップするが、そうでない人はダウンす

る。そうしないと世界には勝てない。 

 

「環境にやさしいクロム代替めっき技術

の開発」 

大阪府立産業技術総合研究所評価技術部

表面化学グループ主任研究員 

横井昌幸氏 

１． はじめに 

 クロムめっきは比較的厚さの薄い装飾用

クロムめっきと数ミクロン以上の厚さを持

つ工業用めっきと大別される。耐食性、耐

磨耗性、保油性、耐指紋性などに優れた硬

質表面材料であること、液組成がシンプル

で浴の永久使用が可能であるという特徴が

ある。このため、装飾めっきの仕上げめっ

きあるいは硬質表面材料として各種金物類

から金型、各種ロール、機械部品、建設機

械部品、航空機部品にいたるまで広く用い

られてきた。しかし、クロムめっき液は主

成分として高濃度の六価クロムを含み、こ

れが発ガン性を持つ事、皮膚に対する強い

刺激などが指摘されている。また高温での

使用に耐えないなどの物性的な欠点もあり、

これを用いない代替表面材料が求められて

いる。 

 有害物質の排出に厳しい欧米で、特に米

国で政府機関、宇宙航空機業界が主導する

形で工業用クロムめっきの代替技術の研究

開発が盛んである。すでに 1988年６月には

The Chromium Elimination Programが米国

環境保獲局ＥＰＡとボ一イング社により実

施され、クロムミストの排出規制（スクラ

バーからの排気中六価クロム濃度）がスタ

ートしている。1)当初の規制目標値は 

 

 

0.001mg/m3（スクラバー排気量 100 m3/min

の場合）であったが、1997年に硬質クロム

と陽極酸化では 0.030mg/m3 or 0.015mg/ 

m3(1997/1/25)、装飾クロムでは0.010mg/ m3、

あるいはめっき液の表面張力 45dynes／

cm(1996/1/25)が規制値となり、現在の技術

（ミスト防止剤、スクラバーの使用技術）

で可能な値に落ち着いている。2)しかし、

最近、ＯＳＨＡ（米国労働省職業安全健康

局）が職場環境の観点から労働者の暴露限

界濃度を現行の 0.1mg/m3から 0.005mg/ m3

へと厳しくする案(1999 年)を提出してい

る。3)これはクロムめっき企業にとっては

大きな負担となり、議論となっている。 

 日本は 1996年５月に「大気汚染防止法の

一部を改正する法律」が公布されて優先的

に対策に取り組むべき 22 物質のリストが

作成された。その中にクロムが合まれてお

り、①指定物質の排出抑制対策、②環境基

準の設定、③モニタリングの推進などの取

り組みが各自冶体などでなされている。 

 米国ではこのような六価クロム排除の動

きに合わせて代替技術開発が行われている。

2000 年には軍と航空機関連企業による共

同プロジェクト「ガスタービンエンジンの

クロムめっき代替技術開発」(GTE Chromium 

Replacement Project)が 3年計画で 300万

ドル以上の予算で開始され、ＨＶＯＦ（高

速フレーム溶射）、ＡＰＳ（大気プラズマ溶

射）が代賛枝術として検討されている。4)

また保油性などの優れた皮膜特性を持つク

ロムめっきは、新たに開発される表面材料

によって完全に代替されることはないと思

われるが、用途によっては、着実に代替が

進んでいる。 

 我々の研究室ではクロムめっきの代替め

っき技術開発と、めっき廃浴を発生させな

いという２つの観点からのクローズドプロ

セス開発を進めてきた。当所で行ってきた 



 

 

電気 Ni-P合金めっきと Ni-W系合金めっき

のクローズドプロセス、および三価クロム

めっき浴からの Cr-P-C 合金めっきについ

て紹介する。 

２．クロム代替めっきとしての Ni系合金め

っき 

 クロムめっき代替の耐磨耗、耐食性表面

材料として近年盛んに用いられるようにな

った無電解 Ni-P合金めっき、電気めっき法

による Ni-W 合金めっきなどのニッケル系

合金めっきは、めっき浴中に副反応生成物

を生じるため、頻繁に浴の廃棄が行われる。

ここではイオン交換膜を用いて無廃浴化し

た電気 Ni-P 合金めっきプロセスおよび蟻

酸を犠牲陽極分解剤としたり、金属陽極、

不溶性陽極を併用することにより、めっき

浴を長寿命化した Ni-W、Ni-W-P合金めっき

プロセスについて紹介する。 

(1) カチオン交換膜を用いる電気 Ni-P 合

金めっきプロセス 

 硫酸ニッケルおよび亜リン酸を主成分と

する浴から電気めっきにより容易に Ni-P

合金めっきを得ることができる。5)6)浴成分

としてクエン酸などの有機酸を加えると、

均一電着性が良く、皮膜組成も安定化する。

耐食性も良好で無電解ニッケルの代替とし

ての用途もある。 

 このめっきプロセスでは陽極に不溶性陽

極とニッケル陽極を併用し、特に不溶性陽

極をカチオン交換膜でめっき液から隔離し

ている。さらに適宜、亜リン酸を補給する

ことにより、めっき浴中に不要成分を蓄積

せず、永久使用が可能になる。 

  図中、カソードで式(1)の亜リン酸の還元

反応及び式(2)のニッケル析出反応により、

めっき浴から Ni2+イオンと亜リン酸及び H+

イオンが消費される。一方、陽極では、式

(3)の Ni 溶解反応及び式(4)の不溶性陽極

上での水の酸化反応により Ni2+イオンと H+ 

 

 

 

図：カチオン交換膜を用いる電気 Ni-P合金

めっきシステムの模式図 

 

イオンが生成する。 

 カソード反応：Ni2+＋２e→Ni 

             H2PHO3＋3H+＋3e→P＋3H2O 

  アノード反応：Ni→Ni2+＋e 

                2H2O→4H+＋O2＋e 

  Ni2+イオンと H+イオンの消費量に応じて

２つの陽極へ電流配分を制御し、亜リン酸

をその消費量に応じてめっき浴に補給する

と、浴の永久使用が可能になる。 

(2)電気 Ni-W系合金めっきプロセス 

  硫酸ニッケル、タングステン酸ナトリウ

ム、クエン酸を主成分とする Ni-W合金めっ

き浴からは、高温硬さに優れた Ni-W皮膜が

得られるが、長期使用するとクエン酸が陽

極で酸化分解されてめっきが脆くなるなど

の問題がある。7) 

 このめつきも Ni-P 合金めっきと同様に

イオン交換膜と不溶性陽極をめっきプロセ

スに導入することにより、めっきの永久使

用をはかることができる。8)金属ニッケル、

金属タングステンおよび不溶性陽極の３つ

の陽極を併用し、めっきの析出電流効率、

めっき皮膜組成に応じて、陽極電流を配分

することによりめっき浴の物質収支をバラ

ンスすることができる。この系にさらに亜

リン酸を加えて Ni-W-P合金めっき 12)とす 



 

 

ることも可能である。本プロセスは平成 11

年度ＮＥＤＯ地域コンソーシアム研究開発

事業「環境にやさしいクロム代替めっき技

術開発とその実用化研究」と題して実証し

た。ＮＥＤＯ事業の中で提案した Ni-W-P

合金めっきについては、さらに大阪府立産

業技術総合研究所中核的研究として実用化

のための課題を検討している。 

(3)三価クロム浴からの Cr合金めっき 

  イ才ン交換膜を導入することにより三価

クロム浴から比較的厚い Cr-P-C 合金めっ

きを得ることができる。10)11)比較的高い析

出電流効率が得られるグリシン錯体浴 9)を

ベ－スとし、さらに強い還元作用を持つ次

亜リン酸を添加している。次亜リン酸はＰ

供給源であり、グリシンはＣ供給源である。

めっき皮膜中のＰおよびＣはそれぞれ金属

リン化物および金属炭化物として存在し、

反膜は Cr-P-C 合金であることが確認され

ている。従来法によるクロムめっきが加熱

処理温度の上昇とともに軟化するのに対し、

このめっき皮膜は、徐々に硬くなり、800℃

の処理でも 1500ＨＶを維持しており、耐薬

品も極めて優れ ている。 

６．おわりに 

 これまで“膜の管理が容易ではない”と

いう理由で、めっき浴へのイオン交換膜の

導入は一般的ではなかったが、合金めっき

などの複雑な構造のめっき浴ではこれによ

り浴管理が容易になり、さらに従来法では

不可能であった組成のめっき膜形成が可崩

になる。さらに、ニッケルめっきや銅めっ

きなどの単一金属めっきであっても、イオ

ン交換膜の導入は陽極が直接めっき液に触

れないという利点があり、めっき皮膜の品

質管理の観点からも有効である。また、ス

ラッジ削減にも大きな効果か予想され、さ

らに種々のめっき系への展開が期待される。 
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表面技術環境部会第 20回例会講演会 

日時 平成 14年５月 23日(木)13：00～16：

00(ＭＥＴＥＣ，02開催中) 

会場 東京流通センター２階第２会議室 

講演 1)土壌汚染対策法案の内容と考え方 

  2)現在の汚染土壌浄化技術の概要 

  3)土壌の汚染調査について 

  4)有機塩素系溶媒等の汚染土壌の浄化 

  5)めっき工場跡地の土壌汚染修復技術 

  6)石油系汚染土壌の浄化技術 

参加費 無料 但し部会員以外テキスト代

2000円 申込当日会場で、表面技術協会電

話 03-3252-3286 



５月 高等職業訓練校授業案内 

授業日(火・金)  授業時間(Ａ:14:00～16:40  Ｂ:16:50～19:30  Ｃ:16:50～20:20) 

日 曜 時 科  目 内      容(予  定) 

 

７ 

 

火 

Ａ 

 

ニッケルめっき① 

(めっき法) 

ニッケルめっきの種類,特長、用途、浴成分の働き等。 

東京都立産業技術研究所 土井 正 

Ｂ 

 

ニッケルめっき② 

(めっき法) 

光沢めっき、不純物の影響と除去、作業管理等。 

東京都立産業技術研究所 土井 正 

 

10 

 

金 

 

Ａ 前処理① 

(めっき法) 

付着汚れの種類と除去方法、予備脱脂、本脱脂、電解洗浄。 

ディップソール㈱顧問 柳田 和夫 

Ｂ 金属・非金属材料④ 

(めっき法) 

マグネシウム合金、新金属、プラスチック,セラミックス等。 

㈱ハイテクノ 石原 祥江 

 

14 

 

火 

Ａ ニッケルめっき③ 

(めっき法) 

ニッケルめっきの応力、硬さ、耐食性、ストライク浴の厚付け 

等。          東京都立産業技術研究所 土井 正 

Ｂ ニッケルめっき④ 

(めっき法) 

黒ニッケル、特殊めっきと作業管理等。 

東京都立産業技術研究所 土井 正 

 

17 

 

 

金 

Ａ 前処理② 

(めっき法) 

界面活性剤の種類と使い方、脱脂の機構。 

ディップソール㈱顧問 柳田 和夫 

Ｂ 電気化学③ 

(電気化学) 

めっきと錯塩、めっきの厚さの計算など。 

三明化成㈱ 鈴木 昭一 

 

21 

 

 

火 

Ａ 前処理③ 

(めっき法) 

市販脱脂剤の種類と使い方、脱脂作業の強化対策、脱脂剤の長

寿命化対策。      ディップソール㈱顧問 柳田 和夫 

Ｂ 電気化学④ 

(電気化学) 

溶解と沈殿、水の化学、ｐＨと導電率、酸と金属の反応など。 

三明化成㈱ 鈴木 昭一 

 

24 

 

 

金 

Ａ ハルセル試験① 

(金属表面処理法) 

ハルセルとは(原理,利用の仕方)、試験方法(手順、注意点)、実

習の説明等。      東京都立産業技術研究所 土井 正 

Ｃ 実技(応用１) 

 

薬品の溶解、ニッケルめっき液の調製と比重測定等。 

東京都鍍金工業組合 環研 

 

28 

 

火 

Ａ ハルセル試験② 

(金属表面処理法) 

ハルセルの注意事項、ｐＨ測定、ワット浴調製、表面張力と均

一電着性測定等。    東京都立産業技術研究所 土井 正 

Ｃ 実技(基本１) 

 

ニッケルめっきのハルセル試験：基本成分の働き 

東京都立産業技術研究所 土井 正 

 

31 

 

金 

Ａ 

 

前処理④ 

(めっき法) 

脱脂・洗浄効果の評価、酸洗・防錆工程、水素ぜい性の防止。 

ディップソール㈱顧問 柳田 和夫 

Ｃ 実技(基本２) ニッケルめっきのハルセル試験：光沢剤の働き。 

東京都立産業技術研究所 水元和成、環研 

 



 

表協めっき部会 3月例会 
 

(社)表面技術協会めっき部会例会が３月 20 日

(水)午後１時半から湯島のめっきセンターで開

かれ、メルテックス(株)第２課の初川拓朗氏が

「マグネシウム合金の表面処理」、星野技術士事

務所の星野芳明氏が「表面技術とふっ化物」を、

それぞれ講演した。講演の一部を紹介する。 

                                                                                

マグネシウム合金の表面処理 

   メルテックス(株)第２課 初川拓朗氏 

 数年前、某メーカーがマグネシウム合金を筐

体にしたノートパソコンを発売したことをきっ

かけに、マグネシウム合金製の部品を採用した

情報通信機器や家電製品が相次いで登場してい

る。マグネシウム合金は外観の美麗さだけでな

く、プラスチック樹脂より強くアルミニウムよ

り軽いという点が最大の特徴であり、加えてリ

サイクルし易い点が最近脚光を浴び始め、環境

問題やリサイクルへの取り組みを重要視してい

るメーカー各社の採用が相次いでいる。また成

型方法においても、従来のダイカスト法に加え

射出成型法（チクソモールディング法）が実用

化されたことにより簿肉加工が可能になったた

め、マグネシウム合金部品の応用範囲が飛躍的

に広がった。加えて最近では圧延一プレス法が

実用化されつつあり、更なる簿肉化が期待され

ている。 

 マグネシウム合金は電気化学列から見ても実

用化金属中で最も卑な金属、すなわち最も腐食

しやすい金属であることは衆知の通りであり、

実用化に際しては表面処理を十分に検討する必

要がある。現在最も多く採用されている表面処

理はクロム酸を用いた化成処理（クロメート処

理）であるが、この化成処理への環境問題も例

外ではなく、最近ではノンクロムタイプの化成

処理が主流となりつつあり、弊社でもクロム酸

タイプの「スプレンダーMG‐1550」に替わって、

現在ではノンクロムタイプの「マグトリートMG

‐5901」が主流になっている。一方、マグネシ 

 

 

ウム合金へのめっきはまだほとんど実用化され

ていないものの、金属外観の軽量部品が作製で

きることや、めっきの種類によっては様々な機

能を付加することが可能であるため近年注目を

集めている。マグネシウム合金へのめっき法と

しては既にいくつかの手法が提案されているが、

これらは何れもクロム酸やフッ化物を用いるも

のであり、特に環境に配慮しなければならない

昨今には必ずしもふさわしい方法ではない。そ

こで弊社で鋭意検討した結果得られた、クロム

酸やフッ化物などを含まない新しいタイプのめ

っきプロセス「メルプレートMGプロセス」を開

発した。 

○ マグネシウム合金の特性 

 マグネシウムの比重は 1.738g/cm＊と非常に

小さく、鉄の1/4以下、軽量といわれるAlと比

較しても約60％程度の値である。マグネシウム

はこの軽量という大きな特徴の他に高強度、リ

サイクル性、放熟性、くぼみ強度、電磁波シー

ルド性、寸法安定性、防振性等の特徴を持って

いる。しかしマグネシウム単体では火災の危険

も大きいうえに機械的特性などの物理的性質も

不十分であることから、Al、Mn、Ag、Zn、Si、

Zr、希土類などを合金化した材料が使用されて

おり、現在ではAl：9％、Zn：1％を含有したAZ

‐91 合金や、Al：3％、Zn：1％を含有した AZ

‐31合金が主流となっている。 

○ マグネシウム合金への化成処理 

 マグネシウム合金はそのままの状態では耐食

性に乏しく、現在ではほとんどのものが塗装あ

るいは樹脂コートを施して使用されている。し

かし直接マグネシウム合金上に塗 

装を行うと、素材と塗膜との密着が得られない

ため、塗膜の密着力増強の目的でマグネシウム

合金を予め化成処理する必要がある。マグネシ

ウム合金の化成処理は、従来よりクロム酸を含

んだクロメート処理が行われているが、近年で

は環境対応のためノンクロムタイプの化成処理

が主流となりつつある。ノンクロムタイプの化

成処理にはりん酸一マンガン、りん酸一ケイ素、 



 

 

りん酸一ジルコニウム、有機コーティング等が

あるが、最も多く使われているのはりん酸一マ

ンガンタイプであり、弊社でも同タイブの「マ

グトリートMG‐5901」を販売している。 

○ マグネシウム合金へのめつき 

 様々な合金化が工夫されてはいるものの、マ

グネシウム合金はそのままでの耐食性に乏しく

表面処理が必要である。しかしマグネシウムは

非常に活性な金属であるためにフッ化物を除く

ほとんどの酸やアルカリに腐食され易く、慣用

のめっき前処理液やめっき液を使用することが

できないため独自のプロセスが必要である。こ

れまでに提案されためっきプロセスに、Ｄｏｗ

法、坂田法がある。しかしこれらの方法はマグ

ネシウム合金を浴中で安定化させるために、フ

ッ化物、シアンなどを用いているという欠点が

ある。これに対し弊杜で開発した「メルプレー

トMGプロセス」はクロム酸、フツ化物、シアン

を用いずにマグネシウム合金に直接無電解ニッ

ケルめっきができる新しい手法である。 

                                                                                

表面技術とふっ化物                                                        

星野技術士事務所 星野芳明氏 

○ 表面技術、ふっ化物は欠かせないのか？ 

 電子工業における半導体材料の表面洗浄やパ

ターンエッチングおよび Al 合金、Mg 合金やチ

タニウムなど軽金属の表面処理、並びに銅、ス

テンレス鋼の酸洗いなど、幅広くふっ化水素酸

やふっ化アンモニウムが使用されている。ふっ

素は、あらゆる元素の中で最も電気陰性度の強

い元素であり、酸素よりさらに酸化反応を起こ

しやすい極めて強力な「酸化剤」であり、希ガ

ス元素を除く全ての元素について「ふっ化物」

が知られている。さらに、他のハロゲン元素よ

りもずっと小型であるため、相手の原子の周囲

に多くの結合をつくることができる。従って、

複数の原子価を示す元素では、それぞれの原子

価に相当した「多ふっ化物」や「フルオロ錯塩」

が知られている。一般にフルオロ錯塩では、ふ

っ素の強い酸化力のため通常の場合得られにく 

 

 

い高酸化数の錯塩もつくりやすい傾向にある。 

このようにふっ素は、水素につぐチビでありな

がらすごいやつで、やたらといろいろな元素と

結合したがる至極物騒な元素である。（環境上、

有害な物質と考えられる所以である。）また、一

方例えば、マグネシウム、ニッケルあるいは鉄

などを陽極にした場合、陽極で発生するふっ素

は、金属の表面で反応し、生じたふっ化物が表

面に付着して内部まで進行するのを防ぎ、表面

保護の役割をすることが知られている。ますま

す高まる電子部品や半導体部品などを始め、特

殊素材の必要性とより微細化、精密化する中で、

要求される表面技術において、以上のような性

質を持つふっ化物は、将来、使用量の合理化と

削減はできても欠かせないものであると考える。 

○ ふっ化物の使用削減策 

 表面技術の場合「ふっ素なしでも虫歯は減ら

せる」というわけにはなかなかいかないが、処

理液の組成におけるふっ化物の適正化と低濃度

化の見直しは是非とも必要でありまた十分可能

な改善テーマであると考える。例えば、①ふっ

化物濃度を高めたパレルめっきや網付け用の６

価クロムめっき浴から、ふっ化物を使用しない

３価クロムめっき浴でのバレルめっきへの変更

が、６価クロムフリーと合わせて検討できる。

②304 系ステ ンレス鋼の不働態化処理におい

て、不働態化皮膜中のCr濃縮促進と皮膜厚さの

増加には液組成の硝酸とふっ化物濃度が大きく

影響することが見出されている。例えば、1.5

～3.0mol／Ｌの硝酸と５×10-3mol／Ｌのふっ化

ナトリウム溶液中では、不働態化皮膜中の Cr

濃縮促進と皮膜厚みの増加が認められるが、ふ

っ化ナトリウム濃度を１×10-2mol／ Ｌ以上に

すると、表面のエッチングが促進され、不働態

化皮膜は生成されず皮膜内 Cr 濃縮も起こらな

い結果が得られている。③各種前処理で使用さ

れるふっ化物含有処理液は、一般的に分析管理

されているわけではなく、目安での補給および

老化廃棄が行われている。そのため無駄が多い。

今後の見直し改善が重要になってくる。 



 

 

   塗装でメッキ代替狙う 

            （日刊工業新聞 02.3.14） 

 長野コーティング（長野県上田市、池

田広平社長）は、樹脂クロムメッキに比

べ約３割低コストで、歩留まりを 95％ま

で高めた塗装技術「鏡面形成表面処理」

を開発した。すでに自動車部品・電機メ

ーカーなどから引き合いが相次いでいる。

同社が１年ほどかけて開発。自動車のフ

ロントグリル、ミラーカバ－などの外装

部品、カメラケース、各種家電製品の樹

脂ボディーなどに対応できる。 

  開発の背景は「六価クロムメッキが環

境問題により、数年後には禁止される動

向にある」（池田社長）こと。鏡面形成表

面処理は塗装をベ－スにしており、環境

負荷が少ない。また、従来の樹脂塗装手

法である硝酸銀とアンモニアの混合塗装

では、白くモヤがかかったり銀色が黄色

く変色しやすく鏡面にならなかった。鏡

面形成表面処理は、銀色の鏡面で変色の

心配がない。 

 

ハンダ付け可能な導電塗装 

    （日刊工業新聞 02.3.15） 

 マクセル北陸精器（富山県婦負郡八尾

町、松浦武志社長）は、富山県工業技術

センターと共同でハンダ付けが可能な導

電塗料を開発した。容積比率で 61％のニ

ッケル系金属粉末に、特殊なエポキシ樹

脂などを配合したもの。印刷で回路パタ

ーンが形成できるうえ、電子部品のハン

ダ付けができる。１年後をめどに実用化 

 

 

する考え。 

  電子回路は通常、銅箔をエッチングし

回路パターンを形成、電子部品を表面実

装している。しかしエッチングは廃液が

問題視されており、印刷で回路パターン

が形成できる導電塗料ならこれを解決で

きる。このため導電性に優れ、ハンダ付

けが可能な導電塗料の実用化が求められ

ている。ただ現状の樹脂バインダータイ

プの導電塗料は金属粉末より樹脂の容積

比率が高く、樹脂が金属の表面を覆いハ

ンダ付けができず、導電性の接着剤など

を使用していた。逆に金属粉末の容積比

率を高め、樹脂を減らすと金属粉末の結

合力が弱まり、導電性が落ちるなどの課

題があった。 

  今回の導電塗料は、容積比率でニッケ

ル系金属粉末 61％、硬化剤を含んだエポ

キシ樹脂 30％のほか、酸化防止剤と有機

系還元剤を配合。粒径 16 ﾏｲｸﾛﾒｰﾄﾙ以下の

ニッケル系粉末と、硬化すると大きな３

次元の編み目構造となるエポキシ樹脂を

使用し、開発にこぎつけた。 

 

墨田区に「広く浅くからの転換」提言 

  （日刊工業新聞 02.3.18） 

  東京都墨田区内の優良中小企業 10 社

が墨田区に政策提言を行う。10社で構成

する「墨田区政策提言研究会」が墨田区

に政策提言の報告書を出すもので、17日

までに明らかになった最終報告書の概要

は、広く浅くをテーマにしてきた従来の

中小企業支援策から伸びる企業への重点

投資への転換を訴え、経営品質賞の創設

や公設ファクトリーショップの開設など

合計 10 項目を提言している。20 日に正

式にまとめ発表する。商工会議所や業界

団体が区政に政策を提言する例はいろい

ろあるが、中小企業がこのように自発的 



 

 

にまとまって行政に提言する例は珍しい。 

 政策提言研究会のメンバ－は鈴繁（金

属切削）、岩井金属金型製作所（金型加工）、

サンフロロエ業（プラスチック加工）、福

井精鍍工業（メッキ業）、ヤマト屋（かば

ん製造）、中村断裁所（印刷・製本）など

で、いずれも量田区内の中小企業。すみ

だ中小企業センターの協力を得で昨年

11月から定期的に会合を重ねてきた。中

小製造業支援と産業振興策として、５つ

の視点で 10項目の提言をまとめている。 

 具体的には「顧客満足度経営を促進す

る」視点から墨田区経営品質賞の創設と、

マイスター制度の見直し・充実を提言。

さらに「小規模企業の新市場開拓、新商

品開発を促進する」視点から公設ファク

トリーショップの開設とバイヤーとの交

流会開催などをうたっている。 

 

塚田理研 クロム使わず樹脂メッキ 

（日刊工業新聞 02.3.18） 

 塚田理研工業（長野県駒ケ根市、下島

康保社長）は人体に有害な六価クロムを

使わず樹脂製品に銀色のメッキができる

技術を実用化し、ｌ憶 5000万円を投じ今

秋にも本社工場内に一貫生産ラインを立

ち上げる。欧州はじめ、メッキに含まれ

るクロム排除の規制 

の動きに対応したもの。自動車の内外装

樹脂部品などの本格的な受託加工に乗り

出す。実際にはメッキを塗装で代替した

ものだが、環境に配慮したメッキ状のコ

ーティングということで「エコめっき」

と名付けた。処理時間はメッキとほぼ同

等ながら、メッキ以上の光沢が得られ、

「ランプの反射板にも応用がきく」（下島

社長）という。クロム酸の廃水処理設備

も不要で、特に金メッキの場合は、金色

の顔料の塗装で置き換えられることから 

 

 

30％もコストダウンできるとしている。 

 

アルミダイカスト品をメッキ処理 

            （日刊工業新聞 02.3.20） 

 熊防メタル（熊本市、前田博明社長）

は、アルミダイカスト品にメッキ処理す

る技術を確立した。前処理として素材に

特殊な被膜を形成させるのが特徴。すぐ

れた密着性と光沢ある外観が得られると

いう。この処理技術は、まずアルミダイ

カスト品にアルマイト処理を施して素材

の表面に特殊な被膜を形成させる。この

被膜には微細な孔ができる 

ため、被膜にニッケルを注入して滑らか

な表面に仕上げた後、メッキ処理する。 

 アルミダイカスト品を表面処理する方

法は硝フッ酸処理が一般的だが、ガスが

発生するため排ガス設備が必要になる。

また「密着性が弱い」（同）のも難点。同

社が確立した処理技術は排ガス設備が不

要なためコストが低減でき、環境負荷も

低減できる。 

 

三ツ矢 大量生産見直す好機 

        （日刊工業新聞 02.3.25） 

 電子部品や携帯電話関連の落ち込みで、

昨年 10 月からメッキ業界の景況に急ブ

レ一キがかかった。「（仕事量が昨秋以前

の）３割にまで減るのは当たり前、５割

ならラッキー、７割あれば超ラッキー」

といった言葉が業界でささやかれたほど。

しかし、金、銀など貴金属メッキから一

般メッキまで幅広く手掛ける三ツ矢の草

間英一社長はダメージを認める一方「３

月に入り状況が変わった」とみる。 

 携帯電話基地局に使う部品など、ＩＴ

関連のインフラ投資が動き始めたのだ。

「更新を我慢してきた設備が、いよいよ

耐用の限界にきた」という。ただし、こ 



 

 

れらは技術的にハイレベルでも大型受注

ではない。このため「携帯電話が伸びた

時に大量生産目的の設備を導入した社は、

小回りが利かず困っているはず」。もちろ

ん同社も仕事量に応じた設備投資はした。

「先を読まなかった経営者の責任」と反

省するが、同時に現在は生産ラインを見

直す好機ともとらえている。 

 仕事量が右肩上がりであった時は３交

代・24時間稼働を想定して、投資は大型

化・自動化推進一辺倒だった。しかし、

現在の仕事量と、超精密加工への傾斜を

みると、むしろ専用ラインを敷いて現場

担当者がいくつものライン間を動き回る

方が現実的だ。 

 つまり、個々人が十分な技能を要求さ

れる、ある意味での“技能回帰”の時が

現場に訪れたといえる。しかし、多くの

メッキ会社は自動化推進とこの半年の仕

事の激減に対応するために、現場に若年

者を残し熟練技能者のウエートを減らし

た。 

 同社でもこの傾向はみられるが、ここ

へきて技能の後退に危機感を抱き、徹底

した指導とそのマニュアル化に力を入れ

ている。 

 また、山形、山梨などにも工場を構え

るため、各工場間の仕事内容の専門化も

急ぐ。どの工場も同じような加工を近隣

から受注しているだけでは、技術面の進

歩・効率化が望めないというわけだ。仕

事自体も「電子顕微鏡レベルの精度が求

められるナノテクの時代」に。圧倒的な

コスト差がある中国のメッキ産業に対抗

するには特色が必要だ。 

「１件何憶円といった大量加工でなくて

も、研究開発に必要な表面処理・表面改

質の仕事は地道に増えている」という。

メッキ、表面処理業界の生き残り策は、 

 

 

日本の製造業全体が進むべき方向を暗示

する。 

 

ニッケル､スズ、フッ素樹脂均一メッキ 

            （日刊工業新聞 02.3.25） 

 大阪ガスはニッケル、スズ、フッ素樹

脂の３物質を均一にメッキできる技術を

開発した。３物質のイオン化傾向を同じ

レベルに合わせることで実現したもので、

合金をメッキする実用的な技術は世界で

もこれが初めて。ニッケル、スズ、フッ

素樹脂の複合メッキは耐薬品性や表面の

滑り性が高いため、４月からゴム金型向

けに販売する。さらに他の金属や有機物

の組み合わせについても研究を進め、新

たな機能性メッキの市場を開拓していく。

ニッケルとスズの合金は耐薬品性が高く、

フッ素樹脂は物質がくっつきにくい非粘

着性が極めて高い。そのため、これら物

質からなる複合メッキはゴム成形用の金

型の表面処理に用いると、寿命が長いう

え離型剤の使用を減らせるなどの効果が

期待できる。 

 

  仁科工業で働く田場美房さん 

     (日刊工業新聞 02.3.28) 

 いくら経験や技能を備えでいても、60

歳を超えてなお会社組織に職を求める道

は険しさもひときわ。だが今日、60歳は

体力的にも精神的にも老いるには早い。

現在、仁科工業（さいたま市）で働く田

場美房（63）も長年勤めた前の職場を 97

年６月、60歳の定年を前にして勧奨退職

に応じた経験を持つ。「自宅近くのハロー

ワークでの求職の厳しい現実は身に染み

ている」と振り返り、仁科工業に再就職

できたことを「運もあつたし、縁もあっ

たのだろう」としみじみ話す。 

 仁科工業は無電解ニッケルメッキを主 



 

 

力とする表面処理の会社。そこで田場が

担当するのは久喜工場の廃水処理だ。工

業高校を卒業後、しばらくたって入社し

たリズム時計工業では関連会社も含めて、

時計部品の耐食性や強度向上のためのニ

ッケルメッキ職場を中心に歩み、メッキ

現場の体制整備を主に手がけてきた。「メ

ッキのことは知り尽くしている」との自

負もある。 

 仁科工業と田場との縁は、最後の職場

だったリズム時計の関連会社、トーリッ

クを通じて提出していた高齢者求職の希

望。社長の仁科俊夫は「同じ業界で長年

経験を積んでいることや、年齢を感じさ

せない豊かな人間性に魅力を感じた」と、

60 歳定年を導入しているにもかかわら

す、採用を決めた。 

 ちょうど、60歳前後は手薄な層である

ことも田場には幸いした。メッキ工場に

とっての廃水処理は、一つ間違えば公害

問題となって周辺環境に大きなダメージ

を与え、会社の命取りにもなりかねない。

「リズム時計工業在籍時から法律にのっ

とった廃水処理の重要性は十分認識して

いる。責任は重大な半面、現場からどん

な濃度の廃水がいつ流れてくるか油断も

すきもない職場」と今の職場を表現。長

年にわたってメッキ現場を知り尽くした

「自分ならではの仕事」と納得する。そ

の田場も 99 年には心臓の手術で入院す

る。「長期休暇で会社に迷感はかけられな

い」と退職を申し出るが、社長の仁科か

ら「老いぼれたことを言わずに、頑張っ

てほしい」と慰留されたこともある。そ

れだけに田場は「今の仕事は生きがい。

毎日毎日一生懸命やるだけ。悔いだけは

残したくない」と顔を引き締めるが、「29

歳の長男が嫁をもらえばひと安心…」と、

時折、見せる柔和な顔には「日々是好日」 

 

 

の田場の心が読み取れる。 

 

加治金属が創立 70周年 

（日刊工業新聞 02.4.3） 

 メッキ・機械加工の加治金属工業（字

都宮市）が創立 70周年を迎えた。時代の

流れとともに宇都宮市内からメッキ業者

の姿が消えていく中で、航空機部品など

先端分野を手がけることで成長を続けて

きた。加治朋彦社長(66)は「後継者(康正

専務、36 歳)も育ち、社員のレベルも上

がっている。専務には百周年を目指して

もらいたい」と企業の永続を期待する。

同社は朋彦社長の父が東京・上野で開業

した。「祖父は仏具の彫金、メッキを行っ

ていた」とその歴史は長い。戦後、宇都

宮に移転。「当時は市内に 10数軒のメッ

キ業者があったが、住宅開発が進み年々、

その数が減った」中で 70周年を迎えられ

たのは、技術向上と環境対策に力を入れ

続けてきたことによる。「社長になったの

は 1968年。当時はおやじと同世代の職人

の技に頼っていたため、会社のかじ取り

には苦労をした」という。それを年月を

かけて「企業」に改革してきた。そして

ここ数年は康正専務にバトンタッチする

ために「スタッフとなる社員の採用を続

けてきた」。康正専務が入社したのは 10

年前。後継者問題は中小企業に共通した

問題だが、朋彦社長の姿を見て康正専務

も「早くから会社を継ぐ使命感を持った」

という。朋彦社長は１、２年後に社長の

座を渡す」と考えている。百周年に向け

て康正専務が目指すのは提案型の企業。

「メッキ、機械加工、設計と一貫して行

うことで、品質やコストも含めてコーデ

ィネートできる。将来は自社ブランドも

視野に入れる」との考えに朋彦社長も力

強くうなずいた。 



葛飾支部 

＜支部シリーズ＞ 

葛飾支部の巻 

－葛飾区の名所－ 
 葛飾区は、荒川と江戸川にはさまれた地域で、この江戸川沿いには名所旧跡が多くあり

ます。葛飾区が整備した柴又公園には、寅さん記念館をはじめ、周囲には、帝釈天、山本

亭などがあります。公園頂上の「あずまや」からは、雄大な江戸川の流れを一望すること

ができ、河川敷で野球に熱中する子供達や矢切の渡し、対岸には市川市や松戸市の丘陵な

どを眺めることが出来ます。川の流れをさかのぼると都内では唯一水郷の風情を味わえる

水元公園があります。２年前の平成 12年４月の健保ホリデーウォーキングではこのコース

を取り入れていただきましたが、改めて葛飾の名所をパンフレットより紹介させていただ

きます。（神谷博行） 

 

  寅さん記念館 

 寅さん記念館は映画の「男はつらいよ」のフーテンの寅さんを記念して建てられたもの

で、平成 12年９月にリニューアル。柴又帝釈天参道の昔懐かしい情景や記念撮影コーナー

の背景写真の充実、寅さんの名場面マルチス

クリーン、「わたくし生まれも育ちも葛飾柴又

です」と銘打ったコーナーには帝釈天参道の

ミニチュア・セット、建物中央の吹き抜け「光

庭」の「こころのふるさとマップ」など、た

くさん楽しめる内容となっており、ぜひ一度

お越し下さい。 

開 館 時 間  午 前 ９ 時 30 分 ～ 午 後          

５時(休館日第４月曜日) 

入 館 料 一般 500円、児童生徒 300円、シ

ルバー400円、団体 400円 

所 在 地 葛飾区柴又６－22－19(京成柴又駅下車徒歩８分) 

 

  柴又帝釈天 

 帝釈天の正式名称は経栄山題経寺、寛

永６年(江戸時代)日忠上人の創建と伝え

られています。境内 6000坪、帝釈堂は総

けやき造りで数多くの木彫がほどこされ

ている文字通り彫刻の寺として知られて

います。柴又七福神の一つ(毘沙門天)で、

十二支や法華経説話彫刻等があります。

日蓮上人自らの彫刻といわれる本尊が本

堂に安置されています。 



                                    葛飾支部 

 

                  山本亭 

  大正末期から昭和初期に建てられた当時の実業家の

邸宅で書院造の和室とモダンな洋室が調和した和洋折

衷の建物。現在葛飾区が管理し一般公開(有料)を行っ

ています。また美しい日本庭園を眺めながらお茶会や

句会などにも利用できます。申込み・問い合せは葛飾

区山本亭(TEL03-3657-8577)又はテクノプラザかつし

か(TEL03-3838-5555) 

 

矢切りの渡し 

   

  江戸時代、幕府はここに箱根と同等の厳しい関所を設置し通行人を取締りましたが、付

近の農民にだけは渡船が許可されていました。いまは都内唯一の渡し場としてその名をと

どめています。伊藤左千夫の名作「野菊の墓」の舞台としても知られています。 

   

水元公園 

  水元公園は、昭和 40

年に小合溜の岸辺を利

用し造園したもので、

その後、昭和 53年に大

規模な拡張工事が完成

し、今では上野公園の

約２倍の広さを誇りま

す。桜、花菖蒲に藤袴

や彼岸花、四季折々の

花々とフィールドアス

レチックや釣りなどを

楽しむことのできる自

然水郷公園です。 



 

 

日本鍍金協第 41回年次大会 

新会長に佐藤寿訓氏 

 

 日本鍍金協会(石川雅一会長)は、３月

30 日午後２時から千葉県舞浜の東京ベ

イホテル東急で大阪の青研会、愛知の名

鍍会、東京の十日会の会員及び家族、来

賓等多数が出席して第 41 回年次大会を

開催した。 

 大会は、開会の辞で始まり国歌斉唱、

物故者に対する黙祷、来責紹介のあと、

石川会長が「年次大会をディズニーラン

ドで行うのは３回目になるが、昨年夏に

オ一プンしたディズニーシーに子供たち

や家族を招きたいということで開催した。

さて、会長としての心残りは、秋季大会

の工場見学会をこれから指針となる上海

などを予定していたが、諸事情で実行で

きなかった。しかし２月に名鍍会がベト

ナムを、３月に東京組合が中国の深圳、

東莞を視察、私も参加し、ある程度のシ

ョックを受けてきた。この先どうなるか

分からず暗い気持ちになるが、知恵のあ

る方々からアドバイス頂き、明るい方向

に向かって前進したい」と挨拶した。 

このあと、網領を全員で声高らかに宣言、

石川会長が議長となって議事に入った。

まず平成 13 年度事業及び決算報告を承

認した。また、傘下各会の事業経過及び

現況報告があり、続いて役員改選を行い、

会長に佐藤寿訓氏(名鍍会)、副長会に加

藤千博（名鍍会）、菊地利博（十日会）、

松風嘉弘（青研会）の３氏を選出した。 

 佐藤新会長は「第 42代会長に推挙され

職務の重さに身の引き締まる思いである。 

 

 

私は 57 年に名鍍会に入会し日本鍍金協

会の一員となって、以来 20年間暇を見つ

けては、少しでも顔を出すことを心掛け

てきた。直接的な勉強とともに懇親の場

での情報交換が非常に大切ではないかと

思っている。多少の出費は覚悟しても、

年２回の大会にできる限り参加してもら

いたい。この１年間精一杯、協会および

業界のため寄与したい」と就任の挨拶。

来賓として、全国鍍金工業組合連合会大

村功作副会長が中国視察の感想を含めて

挨拶。また、伊藤豪氏もベトナム視祭の

感想を述べた。この後、家族同伴懇親会

を開き親睦を深めた。翌日は家族ととも

に東京ディズニーリゾートなどを楽しん

だ。 

 

十日会新役員 

 

 十日会は３月 11 日の総会で菊地利博

新会長を選出、その後、会運営を担当す

る新役員を次のとおり決めた。 

会 長   菊地 利博  菊地鍍金工業 

副会長  斉藤 晴久  ｼﾙﾊﾞｰﾒｯｷ工業㈱ 

  〃      新井嘉喜雄  ㈲いわき製作所  

幹事(会計)太田 幸一  太田鍍金工業㈱  

幹事(編集)石川 英孝  ㈱ヒキフネ 

幹 事    上村 福子  ㈱上 村 

  〃      内田 悦美  光鍍金工業㈱ 

  〃      柴田  徹  ㈲扶桑電化 

上平井工業所 

事務局    宮部 圭典  東鍍工組合 



 

 

 

 

          地球温暖化 
 

               角田洋久(西部支部) 

 

  人間の活動により地球規模の気候に影響を与え、地球の温暖化が進んでい

るといわれる。このため異常気象などが心配されている。最近の報道では、

北極の氷が解けているとか、４月 16日には、国連環境計画(ＵＮＥＰ)が地球

温暖化のためヒマラヤ山脈の氷河や雪が溶け、同山脈中の湖に流れ込む水量

が急増した結果、今後５年から 10年の間に計 44の湖が氾濫し、ネパールや

ブータンの地元住民に甚大な被害を与える可能性があるとの報告書を発表し

ている。日本でもすでに平成５年にコメ不足を引き起こした冷夏、翌６年に

は戦前戦後を通じて最も暑い猛暑となったことが上げられている。 

 そして、今年の桜の開花は例年より異常に早く、例年４月初めの広報委員

会では、聖橋を渡って東京医科歯科大学の桜の花を見ながら湯島のめっきセ

ンターに行くところ、今年は暖冬の影響により、すでに葉桜となっていた。

気象庁によれば、暖冬の影響で今年の桜の開花は全国どこもはやく、特に東

京都心の桜(ソメイヨシノ)は昭和 28年の観測開始以来最も早く、３月 21日

には平年より 15日も早く満開となった。またこの日の東京都心の最高気温は

21.5度と初夏の陽気となったと報じられている。 

  二酸化炭素など温室効果ガスの増加による気候の温暖化との関連が強く指

摘されて、この温室効果ガスの削減を求めて平成９年に京都議定書が締結さ

れた。温室効果ガスを対象として、2008 年から 2012 年までの間に先進締約

国全体で 1990年比５％以上（日本６％）削減の数値目標が定められた。今後、

自動車や電化製品などあらゆるものが地球環境に影響を与えない製品の改善

が求められ、産業界はじめ社会全体がそういう方向に進んでいくことになる。 

  ところで、各家庭で使われるテレビなど電気製品のほとんどは使わない時

スイッチを切っているが、コンセットはつなぎっぱなしというものが多く、

この待機電力がバカにならないという。これら電気製品の待機電力をなくす

だけでも相当大きな効果があり、何％の削減となるというニュースを聞いた

ことがある。日本の６％の目標に対して環境負荷削減の製品の開発とともに、

やはり国民１人１人も待機電力をなくすなどの環境に配慮した心がけが大事

であろう。ただ、国が音頭をとって懸命に啓蒙活動をしても、個々人にとっ

てどのようなメリットがあるのか、電気代の節減になり、それが全体として

どのような成果があったのか、素人にはどうように計算して何％の削減にな

るのか知る由もなく、そうしたことを国が積極的に知らせることが温暖化防

止を進めていく上で最も大事なのではないかと思う。 

 



 

 

 

■足立支部 

 

足立区中小企業経営近代化講座の開催 

 

足立支部（小沢栄男支部長）では足立区地

域振興部産業振興課との共済で平成 14 年

3月26日西新井文化ホールにて午後6時半

より開催した。 

演題は足立区中小企業経営近代化講座とし

て、中小企業に役立つ助成金について「雇

用関係の活用と労務管理について」の講演

が行われた。 

講師として川俣労務管理事務所、副所長、

社会保険労務士の川俣雅英氏よりご講演を

頂いた。 

めっき業で働く従業員はいずこも高齢化し

ています。それにより労務費が経費を圧迫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しています。しかし、若年労働者は定着率

が低く高齢化した従業員を戦力として活用

しなければなりません。 

そこで高齢者を使用するに付いてうまく国

の助成金を活用し固定経費の節減に努めて

行く必要があります。その場合、就業規則

を60歳定年に改正し継続して65歳まで使

用するよう労働監督署に提出します。一応、

60 歳で定年として雇用を打ち切り継続し

て高齢者を雇用する場合「高年齢雇用継続

給付金」の助成が受けられます。 

例を挙げると定年時の給与が365,000円の

場合、給与を47パーセント削減し229,950

円とします。 

この場合、この給付金制度を利用すると

57,487円の助成が受けられます。一時老齢

年金の給付税金の減額など含めると定年時

の手取額が 305,720 円であったものが

325,687 円となり、会社側は支払い賃金の

節約になり、従業員は差し引き手取りが多

くなります。 

利用に当たってはさまざまな問題点があり

ますが、ますます従業員年齢が高齢化する

めっき業では是とも利用するに値する制度

だと思います。   （文責 永田一雄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■城東支部青年部会 

 

「城南処理センター見学」 

 

 城東支部青年部会（遠藤典夫会長）は去

る４月６日（土）、恒例の研修企画として大

田区東糀谷の「城南処理センター」を見学

した。当日は好天に恵まれ参加者９名は午

前１０時少し前に現地に到着。小原俊幸専

務理事の出迎えを受け、早速会議室にて用

意していただいた資料をもとに‘公害防止

協同組合’についての説明を受けた。まず

組合の設立から現在にいたるまでの沿革、

そして組織の構成など、次に設立当時のシ

アン廃液の処理方法と現在の処理方法の違

い、料金システムから目標処理量など細部

に渡って説明を伺った。具体的なシアン廃

液の無害化処理についてはフローシートを 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見ながらわかりやすく解説を受け、処理上

での難しい点や処理中に発生する硫化水素

の低減対策などについてもお話いただいた。 

 その後センター内を‘処理’の工程順に

見学。途中での我々からの様々な質問にも

そのつどわかりやすく答えていただき「城

南処理センター」という施設がより具体的

に理解できた。施設の見学後再び会議室に

戻り、まとめとしてのお話の中では景気の

推移とともに変化する処理量の増減の話や

廃棄物処理施設としての運営の苦労話など

も聞け、最後に小原専務理事が「より多く

の組合員の方々にお越しいただいて色々な

ご意見をお聞きしたい、シアン廃液だけで

はなく、‘廃酸’‘廃アルカリ’等の処理に

ついてもお困りの事は相談していただきた

い。」と約２時間に渡る説明を締めくくり、

遠藤会長の挨拶で見学会を終了した。 

（文／写真 内山雄介） 

 



 

 

■大田支部 

内藤雅文氏都知事表彰受賞祝賀会 
 

 昨年 10 月、組合常任理事の内藤雅文氏

（大田支部・平和工業(株)社長）が中小企

業振興の功績により都知事表彰を受賞され

た。この栄誉をみなさんとともに祝意を表

したいと、内藤雅文氏都知事表彰受賞祝賀

会（発起人代表：川上洋一氏、大田支部：

志田和陽支部長）が３月29日(金)午後６時

から新高輪プリンスホテル２階白鳳で、組

合関係者など約百名を招いて盛大に開催さ

れた。 

 

 小原俊幸協組専務理事の司会により、葛

西康二副支部長は「年度末にもかかわらず

多数のご出席をいただき感謝申し上げる。

私はこの会をお祭りと考えている。お神輿

をかつぐには、わっしょい、せいやと掛け

声をかけるが、内藤さんの都知事表彰受章

のお祝いということで、おめでとう、頑張

れということを、わっしょい、せいやの掛

け声に代えて声をかけていただければ幸い

である。これから内藤お神輿の宮出しが始

まり、宮入りまでこのお祭りを存分に楽し

んでいただきたい」と開会の挨拶をした。 

 志田和陽支部長は、「月末のお忙しい中、

また足元が悪い中、多数のご出席をいただ

き厚くお礼申し上げる。この会の運営をど

うするか委員会を作り話し合い、なにしろ

楽しいひと時を過ごして頂きたいというこ

とになった。今年は例年より春の訪れが早

く、桜の開花も早かったが、室内でのお花

見というような楽しい会にしたい」と挨拶

した。 

 発起人会を代表して川上洋一副理事長は

「月末、年度末のご多忙にもかかわらず多

数のご出席を賜わり厚くお礼申し上げる。

私は内藤さんとは青年部からお付き合いで、 

 

30数年になる。内藤さんは素晴らしい実行

力のある方で、組合活動はもとより、中央

鍍金組合理事長、京浜島各工業連合会会長

を務め多忙を極めているが、これからも業

界発展のためにご尽力を賜わるようお願い

申し上げる」と挨拶。続いて佐藤富幸事業

部長が内藤氏の経歴を披露した。 

  来賓として、大村功作理事長は「多年に

わたる中小企業振興の功績により都知事表

彰を受章され、本人はもとよりご家族、会

社の方々のお喜びはひとしおかと思う。こ

の中小企業振興、いわゆる産業功労は年々

枠が少なくなり、石原都知事になってさら

に更に厳しさを増しおり、非常に価値が高

まっている。経歴披露にもあったが、内藤

さんは昭和58年から組合理事になられて 



 

 

から、工業組合、公防協組、全鍍連、中央

鍍金、地域活動など幅広い活躍をされてお

り、それらが加算されて今回の受章の栄に

浴された。益々のご活躍をお願いしたい」

と祝辞を述べた。 

  石﨑勝一名誉顧問は「内藤さんとは親子

二代にわたるお付き合いで、内藤さんのお

父さん・保夫さんが城南支部の支部長を務

めていた時、私も向島支部長を仰せつかっ

ていた。私はかけ出しの支部長で、支部長

会があると内藤さんのお父さんが大先輩で

支部長会をまとめていた。本日ご出席の

方々とも親子二代にわたるお付き合いの方

が多く、自分が如何に歳を取ったかを感じ

る。これまで内藤さんは組合の問題に対し

実行力を発揮されたが、半面気配りも細や

かである。組合関係の旅行で、たまたま家

内を連れていた時のこと、家内の荷物を、

後ろからさっと持ってくれた人がいた。振

り返ると内藤さんだった。家内にしてみる

と、いつまでも記憶に残っており、内藤さ

んの話が出ると必ずその話をする。内藤さ

んはまだ若く、都知事表彰は公的表彰の第

一歩であり、これからも業界のリーダーと

して持ち前の行動力を発揮して業界のため

に益々ご活躍頂くことを期待している」と

祝辞を述べた。 

  中西一善都議会議員は「内藤さんは鍍金

組合は勿論のこと、ものづくりの中小企業

振興のために広範な活躍をされており今後

とも益々のご尽力をお願いしたい。奥様が

亡くなられて残念であるが、素晴らしい奥

様で私が事務所に伺うと、なごやかな顔で

いつも内藤さんの隣で支えていた。この壇

上に一緒に座って頂けたらと非常に残念で

ある。天国の奥様も大変喜んでおられると

思う」と挨拶した。 

  山崎五郎全鍍連常任顧問の乾杯音頭で祝

宴に入った。なごやかな歓談が続いたあと、

次の方々から記念品・花束贈呈が行われた。 

 

 

発起人会代表・川上洋一副理事長、東京都

鍍金工業組合並びに東京鍍金公害防止協同

組合・大村功作理事長、城南電化協同組合・

江原一美理事長、中央鍍金工業協同組合・

鈴木健吾理事長、顧問相談役代表・草間英

一顧問、副理事長代表・姫野正弘副理事長、

常任理事代表・梅本喜四郎常任理事、支部

長代表・八幡順一支部長、日本鍍金協会・

石川雅一会長、大田支部・志田和陽支部長。 

 

 
  内藤雅文氏は「私のためにこのような盛

大な祝賀会を催して頂き感謝申し上げる。

みなさんの顔を拝見すると、私の父親から

お世話になっている方々が多く、私も青年

部からお世話になっている方、大先輩とお

会い出来て感激している。この受章は私自

身というより、先輩方が行ってきた結果を

私が代表として頂いたものと思う。私一人

がやったことはないし、先輩の方々、一緒

に仕事をさせて頂いた方々の中で、たまた

ま私が組合を代表して頂いたものと思って

いる。そうしたこと踏まえ今後とも、業界

の発展のために微力ながら尽力していきた

い」と謝辞を述べた。最後に金子俊明副支

部長の閉会の辞をもって祝賀会を終了した。 



 

 

■城南連合青年部会 

 

下野毛工業協同組合青年部と交流会 

 

 ３月８日に城南連合青年部は初の試み

として他業種の青年部との交流会を実施

した。お招きしたのは川崎市の下野毛工

業協同組合青年部の皆さんである。下野

毛工業協同組合の特徴は下野毛地区に集

まった色々な業種から構成されており城

南地区で言えば東椛谷で協同組合を作る

のと一緒である。組合員は百数十社との

こと。 

 当日は午後２時３０分にＪＲ大森駅に

集合。タクシーで京浜島にある中央鍍金

工業組合に移動し、第一部の工場見学を

１２名で実施した。工場見学では先ず始

めに城南連合青年部坂手会長より挨拶、

続いて下野毛工業協同組合青年部の今野

部長より組合の概要説明をして頂いた。

その後、中央鍍金工業組合の理事長でも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある平和工業（株）内藤社長より「求め

られる経営者像とマネジメントシステ

ム」についての簡単なレクチャ‐をして

頂いた後、平和工業（株）様と中央鍍金

工業組合共同処理センター様を工場見学

させて頂いた。 

 その後、場所を大森に移し両青年部の

工場見学に参加できなかったメンバーを

加えて総勢 22 名で第二部の懇親会を開

催した。懇親会では各自自己紹介をし、

緊張した面持ちであつたが植木元会長の

乾杯で宴席が始まると時が経つにつれお

互いにうち解けあい楽しい宴席となった。

懇親会は２次会まで行われ皆再会の約束

をした後お開きとなった。 

 最後になりましたが、この場をお借り

して下野毛工業協同組合青年部の皆様並

びに中央鍍金工業組合内藤理事長をはじ

め工場見学に快くご協力して頂きました

皆様に厚く御礼を申し上げます。 

 誠鍍金工業（株） 入内島正悟 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

 



                        平成14年２年施設利用者数84事業所 

  協組ニュース       直通電話 ０３－３７４３－２２５６ 
                        ＦＡＸ  ０３－３７４３－２２５７ 

☆ 都 首都圏スーパーエコタウン構想 

東京都は、都市再生プロジェクトの一環で計画する首都圏スーパーエコタウンについて、建設廃棄物等リサ

イクル施設など３施設の建設予定地を城南島と中央防波堤内側埋立地に特定するとともに、早ければ３月末、

遅くとも 14 年度早々に、建設廃棄物等リサイクル施設と廃プラスチック類ガス化溶融炉発電施設の施設建

設・運用の事業者を公募する方針を示した。 

建設廃棄物等リサイクル施設は、大田区城南島で、南部汚泥処理プラントに近接する都有地約10㌶に計画

施設解体で発生する混合廃棄物を処理リサイクルする施設のほか、食品廃棄物リサイクル施設、廃ＩＴ機器リ

サイクル施設などの整備を想定している。廃プラ施設と、ＰＣＢ無害化処理施設は、中央防波堤内側埋立地で、

廃棄物埋立管理事務所に近接する約5.9㌶を想定している。（建通新聞 14.3.15） 

 産業廃棄物のご用命は、協組事務局へ ℡ ０３－３７４３－２２５６ 

 

                                           ２月２，０６１成分を分析    

環研ニュース             直通電話 ３８１５－４０５５  

      Ｆ Ａ Ｘ ３８１６－６１６６   

 

環境科学研究所は、２月中に２，０６１成分の分析を行いました。排水問題、作業環境測定等に関して、お困

りのことはお気軽にご相談ください。“排水分析はあなたの工場の健康診断です” 

 

１．スラッジ分析数 

２．その他排水分析 

 

３．クロム酸ミスト測定事業所数  38 

４．シアン化水素測定事業所数  40 

５．有機溶剤測定事業所数   30 

６．粉じん測定事業所数   7 

７．その他     2 

 

 

８．分析数 

  シアン クロム 重金属 合  計 

城東支部 17( 3) 19( 1) 30(  3) 66( 7) 

城西支部 31( 7) 26( 5) 75( 19) 132( 31) 

城南支部 14(  3) 16( 3) 53( 16) 83( 22) 

品川支部 27(  4) 28( 3)   69( 10) 124(17) 

大田支部 44(  7) 39( 5)   87( 15) 170( 27) 

城北支部 21(  2) 34( 4) 58(  8) 113( 14) 

中央支部 17(  2) 5( 1) 41( 10) 63( 13) 

足立支部 19(  1) 27( 1) 38(  0) 84(  2) 

葛飾支部 45(  2) 38( 1) 84(  6) 167(  9) 

向島支部 30(  2) 21( 2) 57(  4) 108( 8) 

本所支部 5(  1) 12( 1) 16(  3) 33(  5) 

西部支部 20(  2) 20( 2) 49(  6) 89( 10) 

賛助会員 3(  1) 5( 1)   11(  3) 19(  5) 

ｱｳﾄｻｲﾀﾞｰ 2(  2)  3( 2) 15( 10) 20( 14) 

合  計 295(39) 293(32) 683(113) 1271(184) 

 

シアン クロム カドミ 鉛 水銀 

3 5 3 3 2 

ヒ素 その他 前処理   合計 

1 9 6   32 

SS COD ヘキサン 全窒素 

3 4 3 12 

全りん 有機溶剤 その他 合計 

8 25 54 109 



 

東京都中小企業の２月景況（東京都経済労働局産業政策部） 

○平成 14年２月の都内中小企業の景況は、上向くきっかけを探る動きとなった。昨年 10月以降、

厳しい水準ながら徐々に改善していた業況は、前月に６ポイント改善した。今月は横ばいであった

が、前年同月比売上高が６ポイント改善、今後３ヶ月の業況見通しが７ポイント改善など２つの指

標に力強さがあり、都内中小企業の景況は上向くきっかけを探る動きとなった。ただ、自由意見で

は、資金繰り等で厳しい意見が多く、業況の水準は依然として厳しい状況にある。 

○昨年12月の▲58から本年１月の▲52へと６ポイント改善した都内中小企業全体の業況ＤＩ値は、

今月は▲52(前月▲52)と横ばいであった。業種別の業況については、製造業は▲59と横ばいである。

卸売業は▲48(前月▲53)と 5 ポイント改善し、2 ヶ月連続の改善となった。小売業は▲60(同▲57)

と３ポイント悪化した。サービス業は▲34(同▲37)と3ポイント改善し、2ケ月連続の改善となった。 

〇前年同月比の売上高の増減状況は、全体では▲53(前月▲59)と６ポイント改善した。昨年８月以

降ほとんど変化せず厳しい状況が続いていた前年同月比の売上高は、悪化の業種はなくようやく改

善の兆しが出てきた。業種別でみると、製造業は▲60で 10ポイントの改善、卸売業は▲50で５ポ

イントの改善、小売業は▲57で横ばい、サービス業は▲41で 10ポイントの改善となった。業種区

分ごとにみると製造業では全ての業種区分で改善し、特に「木材関連」「化学・皮革」で 20 ポイン

トを超える大幅改善となった。卸売業では「衣料・身の回り品」と「建築・住宅関連」で悪化した

が、それ以外は改善ないし横ばいであつた。小売業では「食料品」と「余暇関連」で悪化したが、「耐

久消賛財」など３業種区分で改善した。サービス業では「企業関連サービス」が▲38で14ポイント

の大幅改善となつたが、「個人関連サービス」は▲49で２ポイント悪化した。 

○当月と比べた向こう３ケ月（３月～５月）の業況の見通しは、▲30（前月▲37）と７ポイント改

善し、―段と改善期待が強まった。製造業では▲27で 11ポイント改善、卸売業は▲32と８ポイン

ト改善、小売業は▲39で６ポイント改善した。サービス業は▲25と２ケ月連続で横ばいだった。 

編集後記 

  ４月10日、岩槻公園を犬の散歩中、犬が体

調を崩し、そのうち何匹かが死亡したという

事件があった。何か毒物を口にしたのではな

いかということで、毒入りの物を置くという

残忍な犯罪で、犯人の早期逮捕が望まれるが、

その後の報道によると、公園内で放し飼いを

させているうち毒入りの物を食べたのではな

いかということだった。たしかにどこでも犬

好きの人は多く、公園でなくとも犬を放し飼

いにしている人もいるが、こうした飼い主は

誰もが犬好きであると勘違いしているところ

があるようだ。たしかに犬好きな人は多いが、

同様に動物嫌いの人も大勢いることを知らな

いのではないか。公園内でも犬好きの人ばか

りとは限らず、嫌いな人もいたはずで、そう

した人には放し飼いは迷惑なことである。だ

からといって毒入りの物を置くというのは卑

劣な行為で言語道断であるが、ただ飼い主も

周りの人に迷惑をかけないような配慮が必要

ではなかったのかと、一連の報道に接して考

えさせられた。 
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